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１ 事業要旨 

 

（注）本報告書で「加算」と表記しているものは、すべて「視覚・聴覚言語障害者支援体制加算」を指す。な

お、視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の概要は４ページに記載。 

 

・本事業は、障害福祉サービスを提供する施設・事業所における視覚・聴覚言語障害者への支援の状況及び

視覚・聴覚言語障害者支援体制加算（視覚・聴覚言語障害に該当する障害者が一定数以上在籍し、意思疎

通に専門性を有する職員が一定数以上配置されている場合に算定可能な加算）の取得状況、視覚・聴覚言

語障害者への支援に関する施設・事業所の考え方などを把握・整理することを目的として実施した。 

・調査は、障害福祉サービスを提供する施設・事業所を対象としたアンケート調査、ヒアリング調査を中心

として実施し、調査検討委員会を設置して調査内容に関する検討を行った。 

 

・本事業により、次のことが明らかになった。 

 

（障害福祉サービスを提供する施設・事業所における視覚・聴覚言語障害者への支援について） 

●視覚・聴覚言語障害者支援体制加算を取得している施設・事業所では、運営規程に視覚・聴覚言語障害者

に関する規定を定めている場合も多く、職員体制についても、視覚・聴覚言語障害者への支援に技術や専

門性を有する職員を計画的に確保・育成を行っているところが多い。施設・事業所の設備や環境整備等に

も取組が行われている。 

●一方、利用者に視覚・聴覚言語障害者がいない施設・事業所では、視覚・聴覚言語障害者の受け入れをし

ていない理由として、「視覚・聴覚言語障害者への対応が難しいため受け入れをしない」「視覚・聴覚言

語障害者の利用希望がない」というところが多い。 

●障害福祉サービスを利用している視覚・聴覚言語障害者の状況については、視覚・聴覚言語障害と知的障

害等の重複障害者が多く、障害支援区分の重い人が多い。視覚・聴覚言語障害のみで障害福祉サービスを

利用する人は少ない。障害福祉サービスの対象となる視覚・聴覚言語障害者は重複障害が中心となるため、

人数規模は小さいと考えられ、こうしたことから、加算を取得している一定数の施設・事業所の範囲で該

当者がおおむね受け入れられている（該当者が加算取得施設・事業所を指向する）ものと推察される。そ

のため、他の施設・事業所では支援が難しいため受け入れをしない、あるいは利用希望がないという状況

になっているものと思われる。 

●前述したように、障害福祉サービスを利用している視覚・聴覚言語障害者は、知的障害等の重複障害者、

重度の障害者が多いため、支援方法・コミュニケーションの方法も重複障害の状況や程度により多様であ

り、個別支援が基本となっている。職員の視覚・聴覚言語障害者への支援における「技術や専門性」につ

いても、点字や手話のみではなく、これらのコミュニケーション技術とともに、障害の個別状況に応じた

高度な支援技術が求められ、職員の負担も大きい。多くの施設・事業所で職員の確保やスキルアップが課

題となっており、その観点からの施設・事業所への支援は重要であると考えられる。 

●一方、視覚・聴覚言語障害者の支援における特有の観点として、「集団」（同じコミュニケーション手段

を持つ集団）の支援があげられる。視覚・聴覚言語障害の場合、コミュニケーション手段が限られ、周り

とのコミュニケーションが取れないことから孤立し、生活環境の悪化や障害の重度化等につながる可能性

がある。同じ障害、同じコミュニケーション手段を持つ者が集団を形成することで、よりよい支援が可能
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になる。施設・事業所における視覚・聴覚言語障害者の支援に関しては、個別支援とともに、集団支援の

観点を重視することが求められる。 

 

（視覚・聴覚言語障害者への支援基盤のあり方について） 

●地域において、障害福祉サービスを利用する視覚・聴覚言語障害者をどのように支援していくべきか、そ

の基盤はどのように整備すべきか、という点について、本事業では、施設・事業所の考え方を調査した。

その結果、地域での望ましい姿について、「地域全体をカバーする特化型の専門的な施設・事業所を配置

する」「地域内で視覚・聴覚言語障害者に対応する施設・事業所を決めて機能強化する」「地域内のすべ

ての施設・事業所が対応力を確保できるようにする」という３つの考え方が比較的分散する形となった。 

●これらの考え方については、施設・事業所の状況によって違いが見られ、視覚・聴覚言語障害者への支援

を先導する加算取得施設・事業所では、「地域内のすべての施設・事業所が対応力を確保できるようにす

る」という裾野の広がりを期待する意見が多く、一方、加算を取得していない施設・事業所、視覚・聴覚

言語障害者のいない施設・事業所では、「地域全体をカバーする特化型の専門的な施設・事業所を配置す

る」「地域内で視覚・聴覚言語障害者に対応する施設・事業所を決めて機能強化する」という拠点づくり

を期待する意見が多い。将来的にはすべての施設・事業所で視覚・聴覚言語障害者の支援に対応できるこ

とが理想だが、段階としては、地域の中核的な拠点整備が多くの施設・事業所で求められていると考えら

れる。 

 

（視覚・聴覚言語障害者支援体制加算について） 

●視覚・聴覚言語障害者支援体制加算については、国保連の請求実績データによれば、加算算定事業所数で

500箇所前後、全請求事業所に対する割合では１％程度で推移しており、増減もそれほどない状況である。

新たに加算を取得する施設・事業所が増えるという状況は見られず、前述のように、加算要件を満たす一

定数の施設・事業所が存在し、継続的に加算を取得しているという状況が推察される。 

図表 1 視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の算定事業所数・割合 
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●加算を取得していない施設・事業所が多いが、その理由としては、「（該当者がいないので）施設・事業所

には関係ない」というものが多い。視覚・聴覚言語障害者とあまり関わりのないことから、加算を無関係

と考えている施設・事業所が多いと思われる。 

●一方、加算未取得でサービス利用者に視覚・聴覚言語障害者がいる施設・事業所では、「以前に届出を考

えたことがあったが、要件を満たすことが難しく断念した」というところも一定数見られる。これらの施

設・事業所では、今後の加算取得について、「加算要件を満たすことが難しい」ため、加算取得は困難と

考えられている。加算要件の厳しさが取得のハードルとなっている事業所も少なくないものと推察される。 

●加算取得の要件については、サービス利用者に視覚・聴覚言語障害者が１人でもいれば加算対象にすべき

との意見から、サービス利用者の 30％要件の緩和に慎重な意見まで、多様な意見が聞かれたが、取得を考

えたが断念した施設・事業所が一定数あることから、必要な事業所が適切に加算を取得できるように要件

を考えていくことが求められるものと思われる。 

●要件の検討にあたっては、前述の、障害福祉サービスを利用する視覚・聴覚言語障害者の特性（知的障害

等との重複障害・重度者が多い、「集団」支援の重要性、職員に個別支援・コミュニケーション支援の高

度なスキル・専門性が求められ、負担も大きい 等）をふまえ、これらの特性に応じた、施設・事業所の

支援の課題解決につながる加算のあり方を考えていくことが重要である。 

（加算要件の検討における主な観点） 

・現加算の「サービス利用者の 30％以上が視覚・聴覚言語障害者であること」という要件に関し、適切な

職員配置をどのように考えるか（現要件は、人員配置とは別に専門スタッフを常勤換算で利用者÷50 以

上の人数配置だが、職員の専門性や加配の費用規模等も含め、適正性を検討する必要がある） 

 集団支援（同じ障害、同じコミュニケーション手段を持つ者が集団を形成）の重要性に関し、30%とい

う基準をどのように考えるか（集団支援を可能とする人数規模も含め、利用者がよりよい支援を受ける

ことのできる環境に資する要件として、基準緩和の適否など、適正性を検討する必要がある） 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本事業成果等の公表について】 

・本事業により、障害福祉サービスを提供する施設・事業所における視覚・聴覚言語障害者への支援の状

況や、視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の取得状況、考え方などを把握することができる。これらの

情報は、今後の加算に係る枠組み等の検討をはじめ、各種の制度検討に活用することができると考えら

れる。 

・本報告書は、事業実施者である三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社の公式ホームページ

（https://www.murc.jp/）で公開する。 
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（参考）視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の概要 

 

加算算定要件 

・加算対象サービスは、生活介護、施設入所支援、共同生活援助、自立訓練（機能訓練）、自立訓練（生活訓練）

（宿泊型自立訓練含む）、就労移行支援、就労継続支援A型、就労継続支援B型。 

・加算対象サービスにおける「視覚又は聴覚若しくは言語機能に重度の障害のある者」の利用者数が全利用者の

30%以上。ただし、重度の視覚障害、聴覚障害、言語機能障害、知的障害のうち、２以上の障害を有する利用

者については、2倍の人数で計算する。 

・専門スタッフ（視覚障害者等との意思疎通に関し専門性を有する者として専ら視覚障害者等の生活支援に従事

する従業者）を、人員配置とは別に、常勤換算で利用者÷50以上の人数を配置。専門スタッフに該当するのは、

視覚障害者に対する「点字の指導、点訳、歩行支援等を行うことができる者」、聴覚障害又は言語機能障害者

に対する「手話通訳等を行うことができる者」。 

・指定権者（所管自治体）への届出が必要。 

・１日につき41単位を加算。 

注記 

（１）「視覚又は聴覚若しくは言語機能に重度の障害のある者」とは以下の通り。 

（視覚障害者） 

・身体障害者手帳の障害の程度が1級又は2級に該当し、日常生活におけるコミュニケーションや移動等に支障が

あると認められる視覚障害を有する者 

（聴覚障害者） 

・身体障害者手帳の障害の程度が2級に該当し、日常生活におけるコミュニケーションに支障があると認められ

る聴覚障害を有する者 

（言語機能障害者） 

・身体障害者手帳の障害の程度が3級に該当し、日常生活におけるコミュニケーションに支障があると認められ

る言語機能障害を有する者 

（２）「重度の視覚障害、聴覚障害、言語機能障害又は知的障害のうち2以上の障害を有する利用者」について

は、当該利用者1人で2人分の視覚障害者等として数えて算定要件に該当するか否かを計算することとしている

が、この場合の「知的障害」は「重度」の知的障害である必要はない。 

（３）多機能型事業所等については、当該多機能型事業所等において実施される複数の障害福祉サービスの利用

者全体のうち、視覚障害者等の数が30%以上であり、従業者の加配が当該多機能型事業所等の利用者の合計数

÷50以上であれば加算要件を満たす。 
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２ 事業目的 

 

・障害福祉サービスを提供する施設・事業所においては、さまざまな障害特性を有する障害者に、その障害

特性に応じて適切な支援を行っていく必要があるが、支援のスキル等は障害種別に応じて多様であること

から、１つの施設・事業所であらゆる障害者に対応していくことは難しい現状がある。中でも、視覚・聴

覚・言語機能の障害は、意思疎通に専門的なスキルが必要であり、視覚・聴覚言語障害者との意思疎通に

専門性を有する職員が配置されている施設・事業所は一部にとどまるといった現状がある。 

 

・こうした背景もあり、障害福祉サービスの報酬算定の制度においては、施設・事業所における視覚・聴覚

言語障害者への支援の評価として、視覚・聴覚言語障害に該当する障害者が一定数以上在籍し、意思疎通

に専門性を有する職員が一定数以上配置されている場合に算定可能な加算（視覚・聴覚言語障害者支援体

制加算）が設けられているが、当該加算の算定要件等を充たす施設・事業所が少ないこともあり、加算算

定もあまり伸びていない状況も見られる。 

 

・視覚・聴覚言語障害者への支援において、今後の方向性として、視覚・聴覚言語障害者へ手厚い支援を行

っている施設・事業所の評価をより高めていくことや、視覚・聴覚言語障害者への支援可能な施設・事業

所を地域に広げていくことなど、さまざまな観点が想定されるが、本事業は、こうした検討を行うにあた

っての基礎的知見として、障害福祉サービス施設・事業所における視覚・聴覚言語障害者に対する支援の

実態や、視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の取得状況、施設・事業所の考え方などを把握・整理するこ

とを目的として実施した。 
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３ 事業の実施内容 

 

(1) 調査事業の実施状況 

①アンケート調査 

障害福祉サービス施設・事業所における視覚・聴覚言語障害者への支援の実態、取組の状況等を把握する

ため、アンケートによる調査票方式で実態調査を行った。 

調査対象は全国の障害福祉サービス施設・事業所で、視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の対象である障

害者支援施設（施設入所支援）、グループホーム（共同生活援助）、障害者通所サービス（生活介護、自立訓

練、就労移行支援、就労継続支援）とした。 

調査対象の標本作成にあたっては、視覚・聴覚言語障害者支援体制加算を取得している施設・事業所が少

ないため、完全な無作為抽出の場合、当該施設・事業所の標本数が少なくなり、分析が難しくなる可能性が

想定されたため、加算取得の有無で調査標本の層化抽出を行い、調査において適切な標本数が確保できるよ

うにした。調査標本数は4,000標本（うち、加算取得施設・事業所518標本）とした。 

令和４年９月～10月に調査を実施（郵送による調査票配布、郵送・オンラインによる回収）、有効回答数

は2,199標本（有効回答率56.1%）だった。 

（調査の状況） 
 送付数 未達・休廃止 有効回答数 有効回答率 
全体 4,000標本 79標本 2,199標本 56.1% 
うち、加算取得施設・事業所 518標本 7標本 302標本 59.1% 

（調査項目） 

・施設・事業所の基本情報、利用者の属性、障害特性 

・視覚・聴覚言語障害者との意思疎通に専門性を有する職員の状況 

・視覚・聴覚言語障害者へのサービス提供状況、支援の状況 

・視覚・聴覚言語障害者への支援における基盤整備等についての考え方 

・視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の算定状況 

 

②ヒアリング調査 

視覚・聴覚言語障害者への支援の実態や取組状況、基盤整備や加算に関する考え方等について、より詳し

く内容を聞くために、ヒアリング調査を実施した。ヒアリング調査の対象は、アンケート調査の結果等をふ

まえて候補先を抽出したうえで、検討委員会の委員からの紹介も受けて選定を行った。 

令和５年１月～２月に、８か所の施設・事業所へのヒアリング調査を実施した。なお、調査はすべてオン

ライン会議の形式で行った。 

 

③調査結果のとりまとめ 

アンケート調査、ヒアリング調査の結果を取りまとめるとともに、後述の検討委員会における、視覚・聴

覚言語障害者に対する支援の在り方に関する議論をふまえ、調査報告書を作成した。 
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(2) 検討委員会の実施状況 

調査の実施にあたって、調査結果に関する検討や、障害福祉サービスにおける視覚・聴覚言語障害者に対

する支援の在り方等に関する議論を行うため、障害福祉サービス施設・事業所の事業者、当事者団体、有識

者等からなる検討委員会を設置した。 

 

検討委員会の開催状況 

令和４年８月23日開催 

第１回検討委員会 

（議題） 

・調査の概要、スケジュールの説明 

・アンケート調査の調査項目等に関する意見交換 

令和４年11月30日開催 

第２回検討委員会 

（議題） 

・アンケート調査結果の報告 

・アンケート調査の分析内容等の検討、調査結果から得られた現状・課題

等に関する意見交換 

・ヒアリング調査の実施に関する意見交換 

令和５年３月３日開催 

第３回検討委員会 

（議題） 

・アンケート調査結果の報告（第２回会議での検討をふまえた詳細分析） 

・ヒアリング調査結果の報告 

・調査結果の取りまとめ、現状・課題、今後の方向性等に関する意見交換 

 

検討委員会 委員（敬称略、50音順） 

一般財団法人日本財団電話リレーサービス 理事長 
大沼 直紀  （委員長） 

国立大学法人筑波技術大学 名誉教授 

社会福祉法人厚生協会 わかふじ寮 常務理事 
桑原 隆俊 全国社会就労センター協議会 

（全国ろう重複障害者施設連絡協議会） 
 

和洋女子大学 家政学部 家政福祉学科 准教授 髙木 憲司 

社会福祉法人日本視覚障害者団体連合 常務理事 橋井 正喜 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 理事 藤平 淳一 

社会福祉法人光道園 光道園ライフトレーニングセンター 施設長 
山田 勝久 全国身体障害者施設協議会 

（全国盲重複障害者福祉施設研究協議会） 
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４ 調査の結果 

 

(1) アンケート調査の結果 

（調査の状況） 

 送付数 未達・休廃止 有効回答数 有効回答率 

全体 4,000標本 79標本 2,199標本 56.1% 

うち、加算取得施設・事業所 518標本 7標本 302標本 59.1% 

 

◆施設・事業所の集計にあたっては、視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出をしているかどうかで施

設・事業所を区分し、また、加算の届出をしていない施設・事業所については、利用者に視覚・聴覚・

言語障害者がいるかどうかで区分し、クロス集計を行った。図表では、次のように表記している。 

 

・視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出をしている施設・事業所：「加算取得」 

・視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出をしていない、利用者に視覚・聴覚・言語障害者がいる施設・

事業所：「加算未取得（対象者有）」 

・視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出をしていない、利用者に視覚・聴覚・言語障害者がいない施

設・事業所：「加算未取得（対象者無）」 

 

◆また、視覚・聴覚・言語障害者のうち、視覚障害者、聴覚障害者の在籍に着目した集計も実施した。加

算の届出に関わらず、施設・事業所の利用者に視覚障害者、聴覚障害者が在籍しているかどうかで区分

し、クロス集計を行った。図表では、次のように表記している。 

 

・視覚障害者が在籍し、聴覚障害者は在籍しない施設・事業所：「視覚障害在籍」 

・聴覚障害者が在籍し、視覚障害者は在籍しない施設・事業所：「聴覚障害在籍」 

・視覚障害者・聴覚障害者いずれも在籍する施設・事業所：「視覚障害・聴覚障害在籍」 

・視覚障害者・聴覚障害者いずれも在籍しない施設・事業所：「視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無」 
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①施設・事業所の基本情報 

 調査対象サービス 

調査対象のサービス内訳は、「就労継続支援B型」が27.8%、「生活介護」が25.6%、「共同生活援助」

が18.6%、「施設入所支援」が9.3%等となっている。 

図表 2 調査対象サービス 

 
 

視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、視覚障害者の在籍する施設・事業所は、「生活介護」が多く、

聴覚障害者の在籍する施設・事業所は、「就労継続支援B型」が多くなっている。視覚障害者・聴覚障害者い

ずれも在籍する施設・事業所は、「生活介護」「施設入所支援」が多い。 

図表 3 調査対象サービス（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 
 
 
  

25.6 

36.1 

34.5 

17.6 

9.3 

22.5 

14.8 

18.6 

10.3 

9.0 

26.1 

3.0 

4.0 

6.1 

3.3 

9.0 

8.3 

3.0 

11.9 

7.4 

27.8 

23.2 

24.5 

31.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=2,199]

加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689]

加算未取得（対象者無） [n=997]

生活介護 施設入所支援 共同生活援助

宿泊型自立訓練 自立訓練（機能訓練） 自立訓練（生活訓練）

就労移行支援 就労継続支援A型 就労継続支援B型

25.6 

37.0 

20.8 

43.0 

19.5 

9.3 

16.3 

5.0 

28.4 

3.4 

18.6 

12.2 

10.8 

4.4 

25.9 

3.4 

3.5 

6.1 

5.4 

8.1 

8.3 

6.0 

20.4 

5.3 

7.1 

27.8 

22.3 

35.4 

17.5 

30.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=2,199]

視覚障害在籍 [n=319]

聴覚障害在籍 [n=260]

視覚障害・聴覚障害在籍 [n=342]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,233]

生活介護 施設入所支援 共同生活援助 宿泊型自立訓練

自立訓練（機能訓練） 自立訓練（生活訓練） 就労移行支援 就労継続支援A型

就労継続支援B型 無回答
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 定員数・利用者数 

調査対象サービスの施設・事業所の定員数は平均で25.7人、実利用者数は平均で25.1人、延べ利用者数は

平均で531.2人となっている。加算取得施設・事業所で規模の大きい傾向が見られる。 

図表 4 定員数・利用者数 

  全体 [n=2,171] 加算取得 [n=301] 加算未取得（対象者
有） [n=687] 

加算未取得（対象者
無） [n=991] 

定員数（人） 25.7 36.7 30.4 20.0 

  全体 [n=2,154] 加算取得 [n=302] 加算未取得（対象者
有） [n=689] 

加算未取得（対象者
無） [n=997] 

実利用者数（人） 25.1 35.8 30.7 18.9 

  全体 [n=2,052] 加算取得 [n=291] 加算未取得（対象者
有） [n=657] 

加算未取得（対象者
無） [n=947] 

延べ利用者数（人） 531.2 820.8 654.7 375.1 

 
定員数について、規模で区分して構成を見たところ、「11人以上20人以下」が46.7%とほぼ半数となって

おり、次いで、「10人以下」が19.6%となっている。加算取得施設・事業所で、定員規模の大きい施設・事

業所の多い傾向が見られる。 

図表 5 定員数規模 

 
 

 施設入所支援の昼間実施サービス 

調査対象サービスが施設入所支援の事業所に、施設の昼間実施サービスを聞いたところ、「生活介護」が

95.6%とほとんどを占める。 

図表 6 施設入所支援の昼間実施サービス〔複数回答〕 

 

19.6 

13.9 

10.6 

27.0 

46.7 

30.1 

46.0 

52.0 

8.1 

7.9 

8.1 

8.0 

10.3 

14.6 

14.2 

7.0 

10.0 

21.2 

14.8 

4.2 

7.0 

3.6 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=2,199]

加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689]

加算未取得（対象者無） [n=997]

10人以下 11人以上20人以下 21人以上30人以下 31人以上40人以下
41人以上60人以下 61人以上80人以下 81人以上 無回答

95.6 

4.4 

2.5 

2.5 

0.0 

8.8 

1.5 

91.2 

13.2 

4.4 

7.4 

0.0 

5.9 

0.0 

98.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

7.8 

2.0 

100.0 

0.0 

3.6 

0.0 

0.0 

21.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

無回答
全体 [n=204] 加算取得 [n=68]
加算未取得（対象者有） [n=102] 加算未取得（対象者無） [n=28]
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 共同生活援助の類型 

調査対象サービスが共同生活援助の事業所に、類型を聞いたところ、「介護サービス包括型」が69.7%、

「外部サービス利用型」が24.0%、「日中サービス支援型」が4.2%となっている。 

図表 7 共同生活援助の類型 

 
 

 通所サービスの多機能型の有無 

調査対象サービスが通所サービスの事業所に、多機能型の有無を聞いたところ、「多機能型ではない（単

独型）」が49.7%、「多機能型」が35.4%となっている。多機能型の場合の実施サービスは、「就労継続支

援Ｂ型」が82.9%、「生活介護」が63.6%等となっている。 

 

図表 8 （通所サービス）多機能型の有無 

 
図表 9 多機能型の場合の実施サービス〔複数回答〕 

 

69.7 

87.1 

75.8 

70.4 

4.2 

3.2 

8.1 

24.0 

6.5 

16.1 

25.8 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=409]

加算取得 [n=31]

加算未取得（対象者有） [n=62]

加算未取得（対象者無） [n=260]

介護サービス包括型 日中サービス支援型 外部サービス利用型 無回答

35.4 

32.0 

31.6 

39.1 

49.7 

37.4 

54.1 

50.9 

14.9 

30.5 

14.3 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=1,574]

加算取得 [n=203]

加算未取得（対象者有） [n=525]

加算未取得（対象者無） [n=698]

多機能型 多機能型ではない（単独型） 無回答

63.6 

4.5 

13.1 

27.3 

12.0 

82.9 

10.1 

70.8 

16.9 

7.7 

20.0 

9.2 

78.5 

4.6 

75.3 

5.4 

7.2 

21.7 

9.6 

81.9 

15.7 

56.8 

1.5 

16.1 

30.4 

14.3 

85.0 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

障害児サービス

全体 [n=557] 加算取得 [n=65]

加算未取得（対象者有） [n=166] 加算未取得（対象者無） [n=273]
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 運営規程上の主たる対象とする障害種別 

運営規程上の主たる対象とする障害種別について聞いたところ、「知的障害」が57.0%、「精神障害」が

38.7%、「身体障害」が37.3%等となっている。一方、「定めていない」は25.5%となっている。 

図表 10 運営規程上の主たる対象とする障害種別〔複数回答〕 

 
 

運営規程上の主たる障害が身体障害の場合に、視覚・聴覚言語障害の規程を定めているかどうかを聞いた

ところ、「定めていない」が78.0%、「定めている」が19.9%となっている。加算取得施設・事業所では「定

めている」が多い。 

図表 11 主たる障害が身体障害の場合の視覚・聴覚言語障害の規程 

 
 

  

37.3 

57.0 

38.7 

12.1 

2.7 

25.5 

2.2 

74.2 

42.1 

21.9 

13.6 

4.3 

15.6 

1.0 

36.3 

57.8 

29.8 

12.3 

3.2 

29.6 

2.5 

27.8 

60.2 

48.4 

11.5 

2.1 

26.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害

知的障害

精神障害

難病

その他

定めていない

無回答

全体 [n=2,199] 加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689] 加算未取得（対象者無） [n=997]

19.9 

48.2 

14.4 

78.0 

51.8 

82.0 

95.3 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=821]

加算取得 [n=224]

加算未取得（対象者有） [n=250]

加算未取得（対象者無） [n=277]

定めている 定めていない 無回答



 

13 

②視覚・聴覚言語障害者への支援について 

 視覚・聴覚言語障害のある利用者数 

調査対象サービスの利用者全数と、そのうち視覚・聴覚言語障害のある利用者数について聞いたところ、

平均で、利用者数25.1人、うち視覚・聴覚言語障害のある利用者数4.1人となっている。加算取得施設・事業

所では、利用者数35.8人に対し、視覚・聴覚言語障害のある利用者数19.5人となっている。 

図表 12 視覚・聴覚言語障害のある利用者数 

  全体 [n=2,154] 加算取得 

[n=302] 
加算未取得（対象

者有） [n=689] 
加算未取得（対象

者無） [n=997] 
全数（人） 25.1 35.8 30.7 18.9 
 うち視覚・聴覚言語障害のある利用者 4.1 19.5 4.2 0.0 
  うち視覚障害のある利用者 1.9 10.6 1.2 0.0 
  うち聴覚障害のある利用者 1.2 6.4 0.9 0.0 
  うち言語機能障害のある利用者 1.9 7.5 2.4 0.0 

 

 視覚・聴覚言語障害のある利用者がいない理由 

視覚・聴覚言語障害のある利用者がいない事業所に、その理由を聞いたところ、「視覚・聴覚言語障害者

への対応が難しいため、これまで受け入れをしていない」が最も多く40.5%、次いで、「視覚・聴覚言語障

害者を受け入れできるが、これまで視覚・聴覚言語障害者の利用希望がなかった」が33.9%、「過去に視覚・

聴覚言語障害者の受け入れをしたことがあり、現在は利用者がいないが、今後受け入れする可能性がある」

が13.6%となっている。 

図表 13 視覚・聴覚言語障害のある利用者がいない理由 

 

  

視覚・聴覚言語障害者
への対応が難しいため、こ
れまで受け入れをしていな

い
40.5%

過去に視覚・聴覚言語
障害者の受け入れをした
ことがあるが、対応が難し
いため、現在は受け入れ

を止めている
1.4%

過去に視覚・聴覚言語
障害者の受け入れをした
ことがあり、現在は利用者
がいないが、今後受け入

れする可能性がある
13.6%

視覚・聴覚言語障害者
を受け入れできるが、これ
まで視覚・聴覚言語障害
者の利用希望がなかった

33.9%

法人内や連携先等で視
覚・聴覚言語障害者に
対応している施設・事業
所があり、役割分担をし

ているため、当施設・事業
所で受け入れをする必要

がない
2.7%

視覚・聴覚言語障害者
への対応困難で視覚・聴
覚言語障害者の利用希

望もなかった
2.4%

その他
2.7%

無回答
2.8%

全体 [n=1,124]
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視覚・聴覚言語障害のある利用者がいない事業所で、受け入れが可能な事業所に、受け入れ可としている

（していた）障害種別を聞いたところ、「聴覚障害」が62.5%、「言語機能障害」が52.4%、「視覚障害」

が47.5%となっている。 

図表 14 受け入れ可としている（していた）障害種別〔複数回答〕 

 
 

 視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことの有無 

調査対象サービスで、視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことがあるかどうかを聞い

たところ、「視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことはない」が69.4%、「視覚・聴覚

言語障害を理由として受け入れできなかったことがある」が9.1%となっている。 

視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、在籍していない施設・事業所で「受け入れできなかったこと

がある」がやや多くなっているが、それほど差はない状況である。 

図表 15 視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことの有無 

 
図表 16 視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことの有無（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 

47.5 

62.5 

52.4 

22.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障害

聴覚障害

言語機能障害

無回答
全体 [n=550]

9.1 

9.6 

12.4 

69.4 

82.5 

76.5 

64.5 

21.5 

15.9 

13.9 

23.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=1,791]

加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689]

加算未取得（対象者無） [n=636]

視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことがある

視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことはない

無回答

9.1 

6.6 

9.6 

6.4 

11.0 

69.4 

79.0 

72.3 

80.4 

62.5 

21.5 

14.4 

18.1 

13.2 

26.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=1,791]

視覚障害在籍 [n=319]

聴覚障害在籍 [n=260]

視覚障害・聴覚障害在籍 [n=342]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=825]

視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことがある

視覚・聴覚言語障害を理由として受け入れできなかったことはない

無回答
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 視覚・聴覚言語障害者への支援に技術や専門性を有する職員 

視覚・聴覚言語障害者への支援に技術や専門性を有する職員の有無を聞いたところ、「該当する職員はい

ない」が54.4%となっている。技術や専門性を有する職員としては、「視覚障害者とコミュニケーションを

取ることのできる職員」が25.1%、「聴覚障害者とコミュニケーションを取ることのできる職員」が23.0%、

「視覚障害者への歩行支援、同行援護等を行うことができる職員」が19.6%、「言語機能障害者への対応等

に関し、コミュニケーション、支援を行うことができる職員」が15.6%等となっている。加算取得施設・事

業所で技術や専門性を有する職員の回答割合が高い。 

図表 17 視覚・聴覚言語障害者への支援に技術や専門性を有する職員〔複数回答〕 

 

  

5.6 

4.7 

19.6 

25.1 

13.8 

4.2 

23.0 

8.7 

15.6 

54.4 

10.4 

30.8 

19.9 

66.9 

77.2 

50.3 

15.2 

68.9 

44.7 

49.7 

2.3 

1.0 

2.6 

3.3 

18.1 

25.1 

12.2 

3.0 

24.2 

5.7 

18.0 

54.3 

7.3 

0.9 

1.7 

7.9 

11.4 

5.0 

2.1 

10.4 

1.2 

5.3 

73.6 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字の利用や点字の指導等を行うことができる職員

文字読上ソフト等の視覚障害者向けＩＣＴツールの利用や、
使い方の指導等を行うことができる職員

視覚障害者への歩行支援、同行援護等を行うことができる職員

上記以外の手法も含めて視覚障害者とコミュニケーションを取るこ
とのできる職員

手話の利用や手話の指導等を行うことができる職員

音声文字変換ソフト等の聴覚障害者向けＩＣＴツールの利用
や、使い方の指導等を行うことができる職員

上記以外の手法も含めて聴覚障害者とコミュニケーションを取るこ
とのできる職員

指点字、触手話、その他の手法等を利用して盲ろう者とのコミュ
ニケーション、支援を行うことができる職員

言語機能障害者への対応等に関し、コミュニケーション、支援を
行うことができる職員

上記に該当する職員はいない

無回答

全体 [n=2,199] 加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689] 加算未取得（対象者無） [n=997]
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視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、視覚障害者の在籍する施設・事業所では「視覚障害者への歩

行支援、同行援護等を行うことができる職員」が37.6%と多く、また、聴覚障害者の在籍する施設・事業所

では「手話の利用や手話の指導等を行うことができる職員」が30.0%と多くなっている。視覚障害者、聴覚

障害者の在籍していない施設・事業所では「該当する職員はいない」が多くなっている。 

図表 18 視覚・聴覚言語障害者への支援に技術や専門性を有する職員〔複数回答〕（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 

  

5.6 

4.7 

19.6 

25.1 

13.8 

4.2 

23.0 

8.7 

15.6 

54.4 

10.4 

14.1 

11.3 

37.6 

45.1 

10.0 

4.1 

17.9 

7.5 

18.8 

43.6 

6.6 

2.7 

2.3 

13.1 

17.7 

30.0 

6.2 

45.0 

13.5 

22.7 

42.7 

6.9 

17.3 

11.4 

48.2 

59.1 

35.1 

9.1 

55.6 

32.2 

38.6 

25.1 

4.7 

1.0 

1.8 

8.6 

12.3 

5.6 

2.5 

10.9 

1.8 

7.3 

68.2 

12.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字の利用や点字の指導等を行うことができる職員

文字読上ソフト等の視覚障害者向けＩＣＴツールの利用や、
使い方の指導等を行うことができる職員

視覚障害者への歩行支援、同行援護等を行うことができる職員

上記以外の手法も含めて視覚障害者とコミュニケーションを取るこ
とのできる職員

手話の利用や手話の指導等を行うことができる職員

音声文字変換ソフト等の聴覚障害者向けＩＣＴツールの利用
や、使い方の指導等を行うことができる職員

上記以外の手法も含めて聴覚障害者とコミュニケーションを取るこ
とのできる職員

指点字、触手話、その他の手法等を利用して盲ろう者とのコミュ
ニケーション、支援を行うことができる職員

言語機能障害者への対応等に関し、コミュニケーション、支援を
行うことができる職員

上記に該当する職員はいない

無回答

全体 [n=2,199] 視覚障害在籍 [n=319]

聴覚障害在籍 [n=260] 視覚障害・聴覚障害在籍 [n=342]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,233]
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該当する職員数を常勤、非常勤の別で聞いたところ、１事業所あたりの平均で、「視覚障害者への歩行支

援、同行援護等を行うことができる職員」については、常勤1.9人、非常勤0.5人、「手話の利用や手話の指

導等を行うことができる職員」については、常勤0.4人、非常勤0.2人等となっている。 

図表 19 視覚・聴覚言語障害者への支援に技術や専門性を有する職員数 

（平均：人） 全体 

[n=1,970] 
加算取得 

[n=299] 

加算未取得

（対象者有） 

[n=639] 

加算未取得

（対象者無） 

[n=905] 

1 点字の利用や点字の指導等を行うことができる職員 
常勤 0.2 1.4 0.0 0.0 
非常勤 0.0 0.3 0.0 0.0 

2 文字読上ソフト等の視覚障害者向けＩＣＴツールの
利用や、使い方の指導等を行うことができる職員 

常勤 0.1 0.7 0.1 0.0 
非常勤 0.0 0.1 0.0 0.0 

3 視覚障害者への歩行支援、同行援護等を行うことが
できる職員 

常勤 1.9 8.4 1.4 0.2 
非常勤 0.5 2.3 0.4 0.1 

4 上記以外の手法も含めて視覚障害者とコミュニケーシ
ョンを取ることのできる職員 

常勤 2.5 11.0 2.0 0.4 
非常勤 0.8 3.2 0.7 0.1 

5 手話の利用や手話の指導等を行うことができる職員 
常勤 0.4 2.2 0.2 0.1 
非常勤 0.2 1.3 0.0 0.0 

6 音声文字変換ソフト等の聴覚障害者向けＩＣＴツー
ルの利用や、使い方の指導等を行うことができる職員 

常勤 0.2 0.7 0.1 0.0 
非常勤 0.1 0.3 0.0 0.0 

7 上記以外の手法も含めて聴覚障害者とコミュニケーシ
ョンを取ることのできる職員 

常勤 2.0 8.7 1.6 0.3 
非常勤 0.8 3.5 0.5 0.1 

8 指点字、触手話、その他の手法等を利用して盲ろう者
とのコミュニケーション、支援を行うことができる職員 

常勤 0.9 4.8 0.4 0.0 
非常勤 0.3 1.9 0.1 0.0 

9 言語機能障害者への対応等に関し、コミュニケーショ
ン、支援を行うことができる職員 

常勤 1.9 8.0 1.7 0.2 
非常勤 0.8 3.0 0.7 0.1 

 
技術や専門性を有する職員の在籍理由を聞いたところ、「施設・事業所で、技術や専門性を有する職員の

雇用や、資格取得・研修受講支援等を特に行ってはいないが、たまたま該当するスキルを有する職員が在籍

している」が31.2%、「従来から視覚・聴覚言語障害者が利用することを想定したサービスとして実施して

おり、施設・事業所で技術や専門性を有する職員の雇用や、資格取得・研修受講支援等を計画的に行ってき

たため」が28.6%となっている。加算取得施設・事業所では計画的な雇用・確保を行っているところが多い。 

図表 20 施設・事業所に技術や専門性を有する職員が在籍している理由 

 

28.6 

61.3 

8.7 

7.0 

6.5 

7.9 

6.8 

4.1 

31.2 

11.3 

37.7 

53.8 

8.9 

6.5 

11.3 

9.9 

24.8 

13.0 

35.5 

25.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=773]

加算取得 [n=292]

加算未取得（対象者有） [n=265]

加算未取得（対象者無） [n=171]

従来から視覚・聴覚言語障害者が利用することを想定したサービスとして実施しており、施設・事業所で技術や専門性を有する職
員の雇用や、資格取得・研修受講支援等を計画的に行ってきたため
これまで視覚・聴覚言語障害者の利用は想定していなかったが、該当する利用者が増えてきたことにより、技術や専門性を有する
職員の雇用や、資格取得・研修受講支援等を行うようになったため
施設・事業所で、技術や専門性を有する職員の雇用や、資格取得・研修受講支援等を特に行ってはいないが、たまたま該当する
スキルを有する職員が在籍している
その他

無回答
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 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し実施していること 

視覚・聴覚言語障害者への支援に関し実施していることとしては、「特に該当するものはない」が57.7%

と多くなっており、実施事項としては、「視覚・聴覚言語障害者の医療受診等への同行、付き添い、コミュ

ニケーション支援」が15.4%、「視覚・聴覚言語障害者の通所支援（送迎の個別対応等）」が12.1%、「視

覚・聴覚言語障害者の状況に応じた専門スキルを有する担当職員の配置（手話を使う利用者に手話対応可能

な生活支援員を配置する等）」が9.5%等となっている。加算取得施設・事業所で実施割合が高い。 

図表 21 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し実施していること〔複数回答〕 

 

  

7.3 

5.0 

12.1 

15.4 

6.9 

6.5 

9.5 

4.3 

57.7 

10.7 

37.4 

26.8 

40.1 

60.3 

29.1 

37.1 

53.3 

5.6 

7.3 

1.3 

4.1 

2.3 

15.7 

18.1 

5.8 

3.3 

4.8 

8.6 

51.4 

4.8 

1.2 

0.8 

3.0 

2.2 

1.9 

0.5 

0.9 

1.9 

80.9 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

館内での音声案内システム、設備の点字表示など、視覚障害に
配慮した施設・事業所の設備面の整備

文字案内、電光掲示板、光誘導システムなど、聴覚障害に配慮
した施設・事業所の設備面の整備

視覚・聴覚言語障害者の通所支援（送迎の個別対応等）

視覚・聴覚言語障害者の医療受診等への同行、付き添い、コ
ミュニケーション支援

コミュニケーション支援機器、ＩＣＴツール等の導入・利用支援
（文字読上ソフト、音声文字変換ソフト等）

視覚・聴覚言語障害者への点字、手話等の学習支援

視覚・聴覚言語障害者の状況に応じた専門スキルを有する担当
職員の配置（手話を使う利用者に手話対応可能な生活支援

員を配置する等）

その他

特に該当するものはない

無回答

全体 [n=2,199] 加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689] 加算未取得（対象者無） [n=997]
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視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、全般的に、視覚障害者・聴覚障害者のいずれも在籍する施設・

事業所で割合の高い傾向が見られる。 

実施事項としては、視覚障害者の在籍する施設・事業所では、「視覚・聴覚言語障害者の医療受診等への

同行、付き添い、コミュニケーション支援」が27.0%、「視覚・聴覚言語障害者の通所支援（送迎の個別対

応等）」が25.7%と比較的多くなっている。また、聴覚障害者の在籍する施設・事業所では、「視覚・聴覚

言語障害者の医療受診等への同行、付き添い、コミュニケーション支援」が18.8%、「視覚・聴覚言語障害

者の状況に応じた専門スキルを有する担当職員の配置（手話を使う利用者に手話対応可能な生活支援員を配

置する等）」が18.5%と比較的多くなっている。 

図表 22 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し実施していること〔複数回答〕（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 

7.3 

5.0 

12.1 

15.4 

6.9 

6.5 

9.5 

4.3 

57.7 

10.7 

16.0 

2.8 

25.7 

27.0 

14.4 

12.5 

12.2 

6.3 

36.7 

5.3 

2.7 

12.7 

15.8 

18.8 

9.2 

11.2 

18.5 

5.8 

47.7 

6.2 

24.3 

15.8 

26.9 

47.4 

14.9 

18.4 

29.2 

9.6 

25.1 

3.2 

1.5 

0.9 

3.9 

3.2 

2.4 

0.9 

1.6 

2.2 

74.6 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

館内での音声案内システム、設備の点字表示など、視覚障害に
配慮した施設・事業所の設備面の整備

文字案内、電光掲示板、光誘導システムなど、聴覚障害に配慮
した施設・事業所の設備面の整備

視覚・聴覚言語障害者の通所支援（送迎の個別対応等）

視覚・聴覚言語障害者の医療受診等への同行、付き添い、コ
ミュニケーション支援

コミュニケーション支援機器、ＩＣＴツール等の導入・利用支援
（文字読上ソフト、音声文字変換ソフト等）

視覚・聴覚言語障害者への点字、手話等の学習支援

視覚・聴覚言語障害者の状況に応じた専門スキルを有する担当
職員の配置（手話を使う利用者に手話対応可能な生活支援

員を配置する等）

その他

特に該当するものはない

無回答

全体 [n=2,199] 視覚障害在籍 [n=319]

聴覚障害在籍 [n=260] 視覚障害・聴覚障害在籍 [n=342]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,233]
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 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し現在課題となっていること 

視覚・聴覚言語障害者への支援に関し現在課題となっていることとしては、「課題の有無不明」が40.0%

となっているが、課題事項としては、「施設・事業所の設備等が、視覚・聴覚言語障害者に十分に配慮され

たものとなっていない」が25.1%、「視覚・聴覚言語障害者への専門スキルを有する職員配置が難しい」が

22.3%、「視覚・聴覚言語障害者向けの支援機器・ＩＣＴツール等の導入や利用が進んでいない」が19.1%

等となっている。 

図表 23 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し現在課題となっていること〔複数回答〕 

 
 

  

25.1 

8.7 

19.1 

15.0 

22.3 

3.7 

11.4 

40.0 

9.6 

23.8 

5.0 

36.8 

23.5 

31.8 

11.6 

27.5 

3.3 

5.0 

33.8 

10.9 

24.2 

18.9 

32.8 

4.4 

22.9 

19.4 

3.9 

22.2 

9.1 

12.8 

11.8 

15.2 

1.1 

0.7 

68.0 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設・事業所の設備等が、視覚・聴覚言語障害者に十分に配
慮されたものとなっていない

施設・事業所として、視覚・聴覚言語障害者の通所や医療受
診等の支援にあまり対応できていない

視覚・聴覚言語障害者向けの支援機器・ＩＣＴツール等の導
入や利用が進んでいない

視覚・聴覚言語障害者が点字、手話等を学ぶ機会をあまり提
供できていない

視覚・聴覚言語障害者への専門スキルを有する職員配置が難し
い

その他

視覚・聴覚言語障害者への支援はおおむね対応できており、特
に課題となっていることはない

課題の有無不明

無回答

全体 [n=2,199] 加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689] 加算未取得（対象者無） [n=997]
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視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、視覚障害者・聴覚障害者が在籍しない施設・事業所では「課

題の有無不明」の割合が高く、課題認識がされていないところが多い。視覚障害者・聴覚障害者が在籍する

施設・事業所では、「視覚・聴覚言語障害者への支援はおおむね対応できており、特に課題となっているこ

とはない」が２～３割程度見られるが、施設・事業所の設備や職員配置等に課題意識を有するところも比較

的多くなっている。 

図表 24 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し現在課題となっていること〔複数回答〕（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 

  

25.1 

8.7 

19.1 

15.0 

22.3 

3.7 

11.4 

40.0 

9.6 

32.6 

9.4 

27.3 

15.7 

28.2 

6.3 

24.5 

14.7 

5.6 

31.5 

9.6 

25.4 

20.0 

33.1 

4.6 

22.3 

14.2 

7.7 

28.9 

6.7 

32.7 

25.1 

35.7 

8.8 

26.3 

7.9 

4.4 

21.2 

8.9 

12.2 

11.1 

15.0 

1.5 

1.9 

61.1 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設・事業所の設備等が、視覚・聴覚言語障害者に十分に配
慮されたものとなっていない

施設・事業所として、視覚・聴覚言語障害者の通所や医療受
診等の支援にあまり対応できていない

視覚・聴覚言語障害者向けの支援機器・ＩＣＴツール等の導
入や利用が進んでいない

視覚・聴覚言語障害者が点字、手話等を学ぶ機会をあまり提
供できていない

視覚・聴覚言語障害者への専門スキルを有する職員配置が難し
い

その他

視覚・聴覚言語障害者への支援はおおむね対応できており、特
に課題となっていることはない

課題の有無不明

無回答

全体 [n=2,199] 視覚障害在籍 [n=319]

聴覚障害在籍 [n=260] 視覚障害・聴覚障害在籍 [n=342]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,233]
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 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し連携・相談のできる団体等 

視覚・聴覚言語障害者への支援に関し連携・相談のできる団体等について聞いたところ、「計画相談支援

事業者」が40.9%と最も割合が高く、次いで、「都道府県・市町村等の障害福祉部局や障害福祉の相談窓口、

行政が組織する地域の協議会等」が26.9%となっている。一方、「特に連携先・相談先はない」は32.3%と

なっている。加算取得施設・事業所で全般的に連携・相談先が多い。 

図表 25 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し連携・相談のできる団体等〔複数回答〕 

 

  

14.6 

11.1 

15.3 

40.9 

26.9 

7.8 

18.2 

1.9 

2.0 

2.5 

32.3 

7.0 

47.4 

41.4 

44.7 

55.6 

45.0 

37.1 

37.1 

9.9 

10.6 

7.6 

10.3 

1.0 

11.9 

7.7 

10.4 

47.6 

24.5 

3.9 

17.0 

0.9 

0.7 

2.2 

30.0 

1.6 

8.4 

5.7 

11.6 

36.7 

26.4 

2.5 

15.8 

0.5 

0.5 

1.5 

41.6 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚・聴覚言語障害者の当事者団体・支援団体、当事者団
体等が主催する事業者の協議会等

視覚・聴覚言語障害者への支援実績のある他の施設・事業所
（法人内）

視覚・聴覚言語障害者への支援実績のある他の施設・事業所
（別法人）

計画相談支援事業者

都道府県・市町村等の障害福祉部局や障害福祉の相談窓
口、行政が組織する地域の協議会等

視聴覚障害者情報提供施設（点字図書館、点字出版施設、
聴覚障害者情報提供施設）

特別支援学校、職業訓練校

技術研修、機器開発等を行っているＮＰＯ、企業等

大学、研究機関

その他

特に連携先・相談先はない

無回答

全体 [n=2,199] 加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689] 加算未取得（対象者無） [n=997]
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視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、視覚障害者・聴覚障害者が在籍しない施設・事業所では「特

に連携先・相談先はない」が多くなっている。連携・相談先については、全般的に、視覚障害者・聴覚障害者

のいずれも在籍する施設・事業所で割合の高い傾向が見られる。 

図表 26 視覚・聴覚言語障害者への支援に関し連携・相談のできる団体等〔複数回答〕（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 
 

  

14.6 

11.1 

15.3 

40.9 

26.9 

7.8 

18.2 

1.9 

2.0 

2.5 

32.3 

7.0 

16.3 

11.6 

17.6 

50.2 

30.1 

10.7 

21.0 

3.4 

3.8 

4.4 

24.5 

3.4 

21.9 

13.1 

17.3 

43.1 

28.1 

9.2 

21.5 

3.8 

1.5 

3.1 

25.0 

3.1 

29.2 

29.2 

28.7 

54.1 

32.7 

22.5 

24.0 

4.1 

5.8 

4.1 

19.6 

2.3 

8.8 

5.8 

10.8 

35.4 

24.8 

2.8 

15.7 

0.5 

0.6 

1.6 

39.1 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚・聴覚言語障害者の当事者団体・支援団体、当事者団
体等が主催する事業者の協議会等

視覚・聴覚言語障害者への支援実績のある他の施設・事業所
（法人内）

視覚・聴覚言語障害者への支援実績のある他の施設・事業所
（別法人）

計画相談支援事業者

都道府県・市町村等の障害福祉部局や障害福祉の相談窓
口、行政が組織する地域の協議会等

視聴覚障害者情報提供施設（点字図書館、点字出版施設、
聴覚障害者情報提供施設）

特別支援学校、職業訓練校

技術研修、機器開発等を行っているＮＰＯ、企業等

大学、研究機関

その他

特に連携先・相談先はない

無回答

全体 [n=2,199] 視覚障害在籍 [n=319]

聴覚障害在籍 [n=260] 視覚障害・聴覚障害在籍 [n=342]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,233]
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 地域における視覚・聴覚言語障害者への支援力の向上をめざすための望ましい形態 

地域における視覚・聴覚言語障害者への支援力の向上をめざすための望ましい形態について事業所の考え

方を聞いたところ、「専門的な施設・事業所の配置までは必要ないと思うが、地域内の施設・事業所や関係

機関、行政等で調整を行い、視覚・聴覚言語障害者に対応する施設・事業所を決めたうえで、その機能強化

への支援を行う形がよいと思う」が29.1%、「各施設・事業所がそれぞれ視覚・聴覚言語障害者に対応でき

ることが望ましいので、地域内のすべての施設・事業所が対応力を確保できるように支援を行う形がよいと

思う」が22.4%、「視覚・聴覚言語障害への対応はかなり専門性が求められることから、地域全体をカバー

する特化型の専門的な施設・事業所を配置し、そこへの通所を中核として支援を行う形がよいと思う」が

21.7%となっている。 

比較的考え方が分散しているが、加算取得施設・事業所では「各施設・事業所がそれぞれ視覚・聴覚言語

障害者に対応できることが望ましいので、地域内のすべての施設・事業所が対応力を確保できるように支援

を行う形がよいと思う」という事業所が多くなっている。 

図表 27 地域における視覚・聴覚言語障害者への支援力向上のための望ましい形態 

 

  

21.7 

28.1 

16.3 

25.7 

29.1 

24.8 

31.8 

31.4 

22.4 

34.4 

29.9 

15.9 

4.3 

15.2 

3.6 

14.7 

19.2 

9.4 

4.6 

4.8 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=2,199]

加算取得 [n=302]

加算未取得（対象者有） [n=689]

加算未取得（対象者無） [n=997]

視覚・聴覚言語障害への対応はかなり専門性が求められることから、地域全体をカバーする特化型の専門的な施設・事業
所を配置し、そこへの通所を中核として支援を行う形がよいと思う
上記のような専門的な施設・事業所の配置までは必要ないと思うが、地域内の施設・事業所や関係機関、行政等で調整
を行い、視覚・聴覚言語障害者に対応する施設・事業所を決めたうえで、その機能強化への支援を行う形がよいと思う
各施設・事業所がそれぞれ視覚・聴覚言語障害者に対応できることが望ましいので、地域内のすべての施設・事業所が対
応力を確保できるように支援を行う形がよいと思う
その他

わからない

無回答
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視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、視覚障害者・聴覚障害者のいずれも在籍する施設・事業所で

は、「各施設・事業所がそれぞれ視覚・聴覚言語障害者に対応できることが望ましいので、地域内のすべて

の施設・事業所が対応力を確保できるように支援を行う形がよいと思う」が比較的多くなっており、一方、

視覚障害者・聴覚障害者のいずれも在籍しない施設・事業所では、「視覚・聴覚言語障害への対応はかなり

専門性が求められることから、地域全体をカバーする特化型の専門的な施設・事業所を配置し、そこへの通

所を中核として支援を行う形がよいと思う」と「専門的な施設・事業所の配置までは必要ないと思うが、地

域内の施設・事業所や関係機関、行政等で調整を行い、視覚・聴覚言語障害者に対応する施設・事業所を決

めたうえで、その機能強化への支援を行う形がよいと思う」が比較的多くみられる。 

図表 28 地域における視覚・聴覚言語障害者への支援力向上のための望ましい形態（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 
  

21.7 

15.4 

23.1 

18.4 

24.3 

29.1 

32.0 

30.4 

29.2 

28.3 

22.4 

30.4 

25.0 

36.5 

16.4 

3.1 

15.2 

11.0 

13.1 

7.9 

18.5 

9.4 

8.2 

5.8 

5.0 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=2,199]

視覚障害在籍 [n=319]

聴覚障害在籍 [n=260]

視覚障害・聴覚障害在籍 [n=342]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,233]

視覚・聴覚言語障害への対応はかなり専門性が求められることから、地域全体をカバーする特化型の専門的な施設・事業
所を配置し、そこへの通所を中核として支援を行う形がよいと思う
上記のような専門的な施設・事業所の配置までは必要ないと思うが、地域内の施設・事業所や関係機関、行政等で調整
を行い、視覚・聴覚言語障害者に対応する施設・事業所を決めたうえで、その機能強化への支援を行う形がよいと思う
各施設・事業所がそれぞれ視覚・聴覚言語障害者に対応できることが望ましいので、地域内のすべての施設・事業所が対
応力を確保できるように支援を行う形がよいと思う
その他

わからない

無回答
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③視覚・聴覚言語障害者支援体制加算について 

 視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出状況 

視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出状況は、「届出をしていない」が78.1%、「届出をしている」

が13.7%となっている。 

図表 29 視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出状況 

 
 

視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、視覚障害者が在籍している施設・事業所では24.5%、聴覚障

害者が在籍している施設・事業所では17.3%、視覚障害者・聴覚障害者いずれも在籍している施設・事業所

では49.1%が加算の届出をしている。 

図表 30 視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出状況（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 
 
  

届出をしている
13.7%

届出をしていない
78.1%

無回答
8.2%

全体 [n=2,199]

13.7 

24.5 

17.3 

49.1 

78.1 

71.8 

79.2 

48.2 

88.1 

8.2 

3.8 

3.5 

11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=2,199]

視覚障害在籍 [n=319]

聴覚障害在籍 [n=260]

視覚障害・聴覚障害在籍 [n=342]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,233]

届出をしている 届出をしていない 無回答
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 加算届出事業所の状況 

視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出を行っている事業所に、届出の内容について聞いたところ、届

出の区分は、「継続」が86.4%、「新規」が8.6%、「変更」が3.3%となっている。 

図表 31 加算の届出区分 

 
 

届出の利用者要件について、前年度の平均利用者数は平均で33.1人、うち30％が9.9人に対し、加算要件

に該当する視覚・聴覚言語障害者の数は22.2人となっている。 

図表 32 届出の利用者要件 

  全体 [n=246] 
前年度の平均利用者数 33.1 
 うち30% 9.9 
加算要件に該当する視覚・聴覚言語障害者の数 22.2 
 うち視覚障害のある者の数 12.0 
 うち聴覚障害のある者の数 6.9 
 うち言語機能障害のある者の数 7.1 

 
届出の加配従業者要件について、加配必要数は平均で0.6人、加配する従業者数は1.8人となっている。 

図表 33 届出の従業者要件 

  全体 [n=180] 
加配必要数（利用者数÷50） 0.6 
加配する従業者数（常勤換算） 1.8 

 
 

  

新規
8.6%

継続
86.4%

変更
3.3%

無回答
1.7%

加算取得 [n=302]



 

28 

加算の届出経緯について聞いたところ、「視覚・聴覚言語障害者の利用者数、専門スタッフの加配数とも

加算要件を満たしていたので、届出を行った」が90.1%とほとんどを占める。 

図表 34 加算の届出経緯 

 
 

今後の加算の継続見込みは、「当面は加算の算定要件を満たせるので、加算の届出を継続できる見込み」

が86.8%とほとんどを占める。 

図表 35 今後の加算の継続見込み〔複数回答〕 

 
 
 
  

視覚・聴覚言語障害者
の利用者数、専門スタッ
フの加配数とも加算要件
を満たしていたので、届出

を行った
90.1%

視覚・聴覚言語障害者の利
用者数は要件を満たしていた
が、専門スタッフが少なかったの
で、職員体制を強化して届出

要件を満たした
6.3%

専門スタッフの要件は満たしていたが、
視覚・聴覚言語障害者の利用者数が
少なかったので、受け入れを強化して

届出要件を満たした
0.7%

その他
1.3% 無回答

1.7%

加算取得 [n=302]

86.8 

6.3 

3.6 

3.3 

0.7 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当面は加算の算定要件を満たせるので、加算の届出を継続でき
る見込み

視覚・聴覚言語障害者の利用者数減少で、利用者の要件を満
たせなくなる可能性がある

専門スタッフの確保が難しく、加配従業者の要件を満たせなくなる
可能性がある

その他

わからない

無回答

加算取得 [n=302]
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 加算の届出をしていない事業所の状況 

加算の届出をしていない事業所に、その経緯を聞いたところ、「加算について知っていたが、当施設・事

業所には関係ないので届出を考えたことはない」が54.7%と最も多く、次いで、「加算について知らなかっ

た」が19.1%、「以前に届出を考えたことがあったが、要件を満たすことが難しく断念した」が13.1%とな

っている。 

図表 36 加算の届出をしていない経緯 

 
 

視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、視覚障害者・聴覚障害者いずれも在籍していない施設・事業

所では、「加算について知っていたが、当施設・事業所には関係ないので届出を考えたことはない」が多く

なっている。一方、視覚障害者・聴覚障害者いずれかが在籍している施設・事業所では、「以前に届出を考

えたことがあったが、要件を満たすことが難しく断念した」が比較的多い傾向が見られる。 

図表 37 加算の届出をしていない経緯（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 

  

13.1 

24.5 

5.0 

54.7 

46.3 

61.0 

19.1 

17.3 

20.5 

7.8 

7.1 

8.1 

4.3 

3.2 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得 [n=1,717]

対象者有 [n=689]

対象者無 [n=997]

以前に届出をしていたが、要件を満たさない時期があったために現在は届出を終了している
以前に届出を考えたことがあったが、要件を満たすことが難しく断念した
加算について知っていたが、当施設・事業所には関係ないので届出を考えたことはない
加算について知らなかった
その他
無回答

13.1 

27.1 

23.3 

27.9 

5.8 

54.7 

48.5 

47.6 

43.0 

59.6 

19.1 

14.8 

18.0 

14.5 

21.0 

7.8 

6.1 

7.8 

6.1 

8.3 

4.3 

6.1 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得 [n=1,717]

視覚障害在籍 [n=229]

聴覚障害在籍 [n=206]

視覚障害・聴覚障害在籍 [n=165]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,086]

以前に届出をしていたが、要件を満たさない時期があったために現在は届出を終了している
以前に届出を考えたことがあったが、要件を満たすことが難しく断念した
加算について知っていたが、当施設・事業所には関係ないので届出を考えたことはない
加算について知らなかった
その他
無回答
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加算の利用者要件を満たす今後の可能性を聞いたところ、「現状は要件を満たしておらず、今後も当面は

要件を満たすことは難しいと思われる」が87.7%と多くなっている。 

図表 38 加算の利用者要件を満たす可能性 

 
 

視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、いずれも、「現状は要件を満たしておらず、今後も当面は要

件を満たすことは難しいと思われる」が多くなっている。 

図表 39 加算の利用者要件を満たす可能性（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 
 

  

5.1 

3.4 

4.6 

87.7 

86.6 

88.7 

6.6 

3.6 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得 [n=1,717]

対象者有 [n=689]

対象者無 [n=997]

現状で要件を満たしている

現状は要件を満たしていないが、視覚・聴覚言語障害者の受け入れ増などで将来的に要件を満たすことは可能と思われる

現状は要件を満たしておらず、今後も当面は要件を満たすことは難しいと思われる

無回答

5.2 

7.3 

3.4 

3.9 

4.9 

6.7 

87.7 

88.2 

89.3 

80.0 

88.7 

6.6 

6.1 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得 [n=1,717]

視覚障害在籍 [n=229]

聴覚障害在籍 [n=206]

視覚障害・聴覚障害在籍 [n=165]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,086]

現状で要件を満たしている

現状は要件を満たしていないが、視覚・聴覚言語障害者の受け入れ増などで将来的に要件を満たすことは可能と思われる

現状は要件を満たしておらず、今後も当面は要件を満たすことは難しいと思われる

無回答
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加算の加配従業者の要件を満たす今後の可能性を聞いたところ、「現状は要件を満たしておらず、今後も

当面は要件を満たすことは難しいと思われる」が71.6%と多くなっている。 

図表 40 加算の加配従業者の要件を満たす可能性 

 
 

視覚障害者、聴覚障害者の在籍別で見ると、いずれも、「現状は要件を満たしておらず、今後も当面は要

件を満たすことは難しいと思われる」が多くなっている。 

図表 41 加算の加配従業者の要件を満たす可能性（視覚・聴覚障害者在籍別） 

 
 

  

4.4 

6.0 

3.1 

71.6 

70.8 

71.9 

22.7 

20.9 

24.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得 [n=1,717]

対象者有 [n=689]

対象者無 [n=997]

現状で要件を満たしている

現状は要件を満たしていないが、人材確保の取組等で将来的に要件を満たすことは可能と思われる

現状は要件を満たしておらず、今後も当面は要件を満たすことは難しいと思われる

無回答

4.4 

5.2 

4.4 

8.5 

3.4 

71.6 

69.9 

75.2 

66.7 

71.8 

22.7 

22.7 

17.5 

22.4 

24.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得 [n=1,717]

視覚障害在籍 [n=229]

聴覚障害在籍 [n=206]

視覚障害・聴覚障害在籍 [n=165]

視覚障害・聴覚障害いずれも在籍無 [n=1,086]

現状で要件を満たしている

現状は要件を満たしていないが、人材確保の取組等で将来的に要件を満たすことは可能と思われる

現状は要件を満たしておらず、今後も当面は要件を満たすことは難しいと思われる

無回答
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加算の届出をしていないが、加算要件を満たしている・満たす可能性のある事業所に、今後の加算届出の

見込みを聞いたところ、「要件を満たすことができれば届出を行う」が75.0%と多くなっている。 

図表 42 加算要件を満たす施設・事業所の今後の加算届出の見込み 

 
 

「要件を満たしても届出を行わない可能性が高い」と回答した事業所に、その理由を聞いたところ、「届

出のやり方等がよくわからない」が40.0%、「特に理由はない」が40.0%となっている。（なお、本問の回

答事業所は5事業所で標本数が少なくなっている。） 

図表 43 要件を満たしても届出を行わない可能性が高い理由 

 
 
  

75.0 

79.4 

66.7 

8.9 

8.8 

11.1 

3.6 

5.6 

5.4 

5.9 

5.6 

7.1 

5.9 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得 [n=56]

対象者有 [n=34]

対象者無 [n=18]

要件を満たすことができれば届出を行う 要件を満たしても届出を行わない可能性が高い

その他 わからない

無回答

届出のやり方等がよくわか
らない

40.0%

その他
20.0%

特に理由はない
40.0%

加算未取得 [n=5]
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④自由意見 

視覚・聴覚言語障害者支援体制加算、施設・事業所における視覚・聴覚言語障害者への支援等に関し、自

由に意見等を聞いたところ、約300の事業所より、さまざまな意見が寄せられた。加算に関しては、要件の緩

和を求める意見等が見られる。 

 

（主な意見等） 

 利用者の要件を満たすハードルが高い。加算対象利用者が１人減ると30％に満たなくなり加算が急に算定できな

くなるのは厳しい。 

 視覚・聴覚言語障害者への支援は、様々な方法を用いてコミュニケーションをとる必要もあり、きちんと情報保

障をするためには加算の人数以上に職員数が必要です。通常の介護支援に追われながら、職員のスキルアップも

していくのがとても難しい状況です。 

 盲重複、ろう重複障害者は特にコミュニケーション支援量が多く、別途加算の必要性がある。 

 現在の視覚・聴覚言語障害者支援体制加算は、対象利用者が30％以上利用していないと算定出来ないため、対象

利用者の割合に応じた加算区分があってもよいと考える。 

 視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の算定要件の基準が厳しすぎるのではないかと感じております。基準が下が

ることによって各事業所での視覚・聴覚言語障害者の受け入れを、より積極的に行う事業所が増えるのではない

かと考えております。 

 全利用者の30％以上という加算条件は、B型事業所（特に視覚・聴覚言語障害に特化した作業所以外）は、一人

のニーズに合わせて利用してもらうと、支援者一人以上必要となる。一人の利用でも加算対象になると受け入れ

体制を整える事業所も出てくると思われる。 

 適切なITツールがあれば活用していきたい。全国的に推奨されるソフトが開発されれば視覚・聴覚の方も対応し

やすいのではないでしょうか。 

 視覚聴覚言語障害者の方、特に視覚聴覚障害者支援において、個別対応だけでは難しいことが多々あり、ハード

面の整備や情報提供における手段等、施設や事業所全体の体制を整えなければ対応出来ないことが多い。視覚聴

覚障害者の方、ましてや盲ろうの方、或いは盲重複障害者（視覚と知的障害）、ろう重複障害者（聴覚と知的障

害）の方への支援においてはこれらが一層必要になり、支援者側の個別対応および体制的対応をしっかり整備す

る必要がある。 

 視覚・聴覚言語障害者を受け入れるため、支援員の専門性を高める研修等を充実させてもらいたい。視覚・聴覚

言語障害者支援体制加算の要件を緩和することも必要かと思います。 

 視覚・聴覚言語障害者への対応は資格保有者や実務経験を持つ者がいなければ対応が困難だと思われる。一般の

スタッフ向けの講習会等を通して対応を学ぶ機会が今後増えてくれれば良いと思う。 

 視覚障害者支援を実施している施設は数が少なく、地域に偏りがあるため、受け入れてくれる事業所を各地に増

やすことが必要である。福祉サービス事業者が視覚障害者を受け入れやすくするよう、必要な環境や支援方法に

ついて理解を促すための研修などを増やしてほしい。視覚障害者専用の支援機器については高額なものも多い

為、購入の際に独自の助成金などを整備してほしい。 

 就労継続支援B型事業所で視覚障害者の受け入れが少ないのは、視覚障害者のできる作業が見いだせてない事も

原因の一つである。また、視覚障害者の受け入れにはスクリーンリーダーや拡大読書器等、支援機器・設備が必

要となる。設備投資等への助成制度があれば支援機関が増える可能性がある。 

 視覚・聴覚障害者とそれ以外の障害者の混在での支援はノウハウがないと厳しいと思う。支援のガイドラインな

どがあれば受け入れし易くなる可能性はあると思う。 

 視覚及び聴覚言語障害のある方についての支援は専門的な知識や技術が求められるため、実際に受け入れ実績の

ない既存の障害福祉サービス事業所（特に知的・精神）での受け入れは簡単なことではないと感じています。障

害福祉サービス事業所は多様な障害特性に対応していく必要があるという意識づけや、強度行動障害支援者養成

研修のように視覚・聴覚言語障害者に対する専門性を高める研修の位置づけ等も必要になってくると思います。

等 
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⑤利用者の状況 

 

◆利用者の集計にあたっては、利用者の視覚・聴覚・言語機能障害の区分でクロス集計を行った。なお、

重複障害の場合はそれぞれの区分に含む。図表では、次のように表記している。 

 

・視覚障害のある利用者：「視覚障害」 

・聴覚障害のある利用者：「聴覚障害」 

・言語機能障害のある利用者：「言語機能障害」 

 

◆また、利用者のうち、視覚障害、聴覚障害及び他の障害との重複に着目した集計も実施した。図表では、

次のように表記している。 

 

・視覚障害のみの利用者：「視覚」 

・聴覚障害のみの利用者：「聴覚」 

・視覚障害と聴覚障害のいずれもある利用者：「視覚+聴覚」 

・視覚障害に他の身体障害、知的障害等を重複する利用者：「視覚・重複」 

・聴覚障害に他の身体障害、知的障害等を重複する利用者：「聴覚・重複」 

・視覚障害+聴覚障害に他の身体障害、知的障害等を重複する利用者：「視覚+聴覚・重複」 

 

 

 利用サービス 

利用者が利用しているサービスは、「生活介護」が43.1%、「施設入所支援」が29.9%、「就労継続支援

B型」が14.8%、「共同生活援助」が3.9%、「就労継続支援A型」が3.3%、「自立訓練（機能訓練）」が2.4%、

「就労移行支援」が1.5%、「自立訓練（生活訓練）」が0.8%となっている。聴覚障害は「就労継続支援B型」

の利用が比較的多い。 

図表 44 調査対象サービス 

 

  

43.1 

40.5 

34.5 

50.1 

29.9 

32.1 

22.4 

33.4 

3.9 

3.6 

4.2 

3.6 

3.7 

3.3 

3.4 

6.0 

14.8 

12.9 

31.2 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,125]

視覚障害 [n=4,055]

聴覚障害 [n=2,039]

言語機能障害 [n=3,677]

生活介護 施設入所支援 共同生活援助 宿泊型自立訓練

自立訓練（機能訓練） 自立訓練（生活訓練） 就労移行支援 就労継続支援A型

就労継続支援B型 無回答
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視覚障害、聴覚障害及び他障害との重複の有無別で見ると、視覚のみ、聴覚のみ、視覚+聴覚のみの場合は、

「就労継続支援B型」の利用が多い。一方、他障害重複の場合は、「生活介護」「施設入所支援」が多くなっ

ている。 

図表 45 利用しているサービス（視覚・聴覚・重複有無別） 

 
 

 利用事業所の視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出状況 

利用者が属する施設・事業所の加算届出状況で利用者の割合を見ると、全体では、「届出をしている」が

68.8%、「届出をしていない」が29.9%となっており、加算事業所に属する利用者が多い。 

視覚障害、聴覚障害及び他障害との重複の有無別で見ると、聴覚のみの利用者の場合、ほぼ全体と同様の

傾向となっているが、他については、「届出をしている」の割合が比較的高くなっている。 

図表 46 利用事業所の視覚・聴覚言語障害者支援体制加算の届出状況（視覚・聴覚・重複有無別） 

 
  

43.1 

6.5 

21.1 

50.6 

39.3 

49.8 

29.9 

8.8 

5.1 

26.3 

39.6 

24.1 

38.0 

3.9 

5.3 

3.3 

5.2 

17.9 6.7 10.5 

3.0 

3.3 

14.4 

22.2 

5.3 

3.9 

14.8 

29.8 

63.2 

47.4 

4.8 

26.0 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,125]

視覚 [n=741]

聴覚 [n=234]

視覚+聴覚 [n=19]

視覚・重複 [n=2,705]

聴覚・重複 [n=1,298]

視覚+聴覚・重複 [n=229]

生活介護 施設入所支援 共同生活援助 宿泊型自立訓練

自立訓練（機能訓練） 自立訓練（生活訓練） 就労移行支援 就労継続支援A型

就労継続支援B型 無回答

68.8 

78.0 

66.2 

84.2 

78.0 

79.4 

91.3 

29.9 

21.1 

31.2 

15.8 

21.1 

19.8 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,125]

視覚 [n=741]

聴覚 [n=234]

視覚+聴覚 [n=19]

視覚・重複 [n=2,705]

聴覚・重複 [n=1,298]

視覚+聴覚・重複 [n=229]

届出をしている 届出をしていない 無回答
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 年齢 

年齢は、「50歳以上65歳未満」が33.7%、「65歳以上」が27.1%、「40歳以上50歳未満」が16.3%、「30

歳未満」が11.7%、「30歳以上40歳未満」が11.2%となっている。比較的高年齢層が多い。平均年齢は52.8

歳となっている。 

図表 47 年齢 

 
 

視覚障害、聴覚障害及び他障害との重複の有無別で見ると、聴覚、視覚+聴覚では「65歳以上」が多くな

っている。視覚では「50歳以上65歳未満」が多くなっている。 

図表 48 年齢（視覚・聴覚・重複有無別） 

 
 
  

11.7 

9.2 

9.8 

13.7 

11.2 

9.6 

10.0 

12.2 

16.3 

15.9 

13.4 

17.2 

33.7 

38.7 

25.5 

30.8 

27.1 

26.7 

41.4 

26.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,092]

視覚障害 [n=4,037]

聴覚障害 [n=2,027]

言語機能障害 [n=3,659]

30歳未満 30歳以上40歳未満 40歳以上50歳未満 50歳以上65歳未満 65歳以上 無回答

11.7 

8.4 

3.9 

10.0 

13.3 

6.1 

11.2 

7.8 

5.2 

10.5 

9.9 

11.8 

9.2 

16.3 

13.4 

8.6 

17.4 

15.6 

12.3 

33.7 

40.1 

28.8 

36.8 

39.9 

24.9 

33.8 

27.1 

30.3 

53.6 

52.6 

22.8 

34.5 

38.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,092]

視覚 [n=739]

聴覚 [n=233]

視覚+聴覚 [n=19]

視覚・重複 [n=2,697]

聴覚・重複 [n=1,290]

視覚+聴覚・重複 [n=228]

30歳未満 30歳以上40歳未満 40歳以上50歳未満 50歳以上65歳未満 65歳以上 無回答
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 障害支援区分 

障害支援区分は、「区分6」が47.6%とほぼ半数となっており、次いで、「区分5」が15.7%、「区分4」

が12.8%等となっている。言語機能障害で「区分6」が多い。 

図表 49 障害支援区分 

 
 

視覚障害、聴覚障害及び他障害との重複の有無別で見ると、視覚のみ、聴覚のみの場合は、「区分なし」

が多い。一方、他障害重複の場合は、「区分６」が多くなっている。 

図表 50 障害支援区分（視覚・聴覚・重複有無別） 

 
 
  

3.7 

6.4 

7.2 

8.6 

4.1 

12.8 

13.5 

18.2 

10.6 

15.7 

16.6 

16.7 

14.8 

47.6 

45.9 

24.2 

60.4 

11.2 

9.6 

22.9 

6.8 

3.2 

3.8 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,125]

視覚障害 [n=4,055]

聴覚障害 [n=2,039]

言語機能障害 [n=3,677]

区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 区分なし 無回答

3.1 7.7 

3.8 

3.5 

6.4 

21.2 

7.7 

15.8 

9.7 

12.8 

15.0 

15.8 

12.5 

22.7 

12.2 

15.7 

15.8 

19.1 

19.1 

21.8 

47.6 

3.1 

21.1 

61.1 

25.0 

59.0 

11.2 

33.3 

76.5 

26.3 

15.8 

3.2 

14.2 

4.3 

5.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,125]

視覚 [n=741]

聴覚 [n=234]

視覚+聴覚 [n=19]

視覚・重複 [n=2,705]

聴覚・重複 [n=1,298]

視覚+聴覚・重複 [n=229]

区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 区分なし 無回答
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 現施設・事業所のサービス利用を開始してからの期間 

現施設・事業所のサービス利用を開始してからの期間を聞いたところ、平均で14.9年となっている。 

図表 51 現施設・事業所のサービス利用を開始してからの期間 

 全体 [n=7,464] 視覚障害 
[n=3,684] 

聴覚障害 
[n=1,945] 

言語機能障害 
[n=3,391] 

平均期間（年） 14.9 16.1 13.5 15.1 
     

視覚障害、聴覚障害及び他障害との重複の有無別で見ると、他障害重複の場合に平均年数が長くなってい

る。 

図表 52 現施設・事業所のサービス利用を開始してからの期間（視覚・聴覚・重複有無別） 

（年） 全体 
[n=7,464] 

視覚 
[n=616] 

聴覚 
[n=219] 

視覚+聴覚 
[n=19] 

視覚・重複 
[n=2,492] 

聴覚・重複 
[n=1,242] 

視覚+聴覚・重
複 [n=213] 

平均値 14.9 6.5 9.0 11.5 19.0 14.5 17.4 

 

 視覚・聴覚言語障害の状況 

現在の視覚・聴覚言語障害の状況は、「視覚障害」が49.9%、「言語機能障害」が45.3%、「聴覚障害」

が25.1%となっている。 

図表 53 視覚・聴覚言語障害の状況（現在）〔複数回答〕 

 
※調査では、利用者の障害の有無について、施設・事業所の判断による回答を求めた。そのため、特に言語機能障害に関し

ては、身体障害による言語機能障害のほか、知的障害、発達障害等に由来し発話の難しい障害者が「言語機能障害」と判

断されている場合も含まれる 

 
現施設・事業所のサービス利用開始時の状況を聞いたところ、「視覚障害」が47.7%、「言語機能障害」

が43.7%、「聴覚障害」が24.2%であり、現在とほぼ同様である。一方、「1～3の障害なし」は1.5%とな

っており、サービス利用後に視覚・聴覚言語障害になった利用者は少ない。 

図表 54 視覚・聴覚言語障害の状況（現施設・事業所のサービス利用開始時）〔複数回答〕 

 
 

49.9 

25.1 

45.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障害

聴覚障害

言語機能障害
全体 [n=8,125]

47.7 

24.2 

43.7 

1.5 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障害

聴覚障害

言語機能障害

1～3の障害なし

無回答

全体 [n=8,125]
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 視覚・聴覚言語障害以外の障害の重複の状況 

視覚・聴覚言語障害以外の障害の重複の状況は、「知的障害」が60.6%、「他の身体障害（内部障害等）」

が26.3%等となっている。「重複なし」は15.7%となっている。 

図表 55 視覚・聴覚言語障害以外の障害の重複の状況〔複数回答〕 

 
 

視覚障害、聴覚障害及び他障害との重複の有無別で見ると、いずれも、「知的障害」が多くなっている。 

図表 56 視覚・聴覚言語障害以外の障害の重複の状況〔複数回答〕（視覚・聴覚・重複有無別） 

 

  

26.3 

60.6 

8.5 

1.6 

1.9 

15.7 

8.2 

16.4 

61.8 

10.0 

1.9 

1.7 

19.4 

8.9 

14.5 

49.9 

11.2 

1.9 

1.8 

24.1 

12.7 

41.7 

64.4 

7.0 

2.0 

1.8 

7.8 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の身体障害（内部障害等）

知的障害

精神障害

難病

その他

重複なし

無回答

全体 [n=8,125] 視覚障害 [n=4,055] 聴覚障害 [n=2,039] 言語機能障害 [n=3,677]

26.3 

60.6 

8.5 

1.6 

1.9 

23.0 

86.7 

13.3 

1.9 

2.4 

19.5 

65.8 

13.9 

0.9 

2.6 

18.8 

71.6 

20.5 

11.4 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の身体障害（内部障害等）

知的障害

精神障害

難病

その他

全体 [n=8,125] 視覚・重複 [n=2,705] 聴覚・重複 [n=1,298] 視覚+聴覚・重複 [n=229]
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 手帳の所持状況 

手帳の所持状況は、「身体障害者手帳」が88.4%、「療育手帳」が48.6%、「精神障害者保健福祉手帳」

が2.0%となっている。 

図表 57 手帳の所持状況〔複数回答〕 

 
 

視覚障害、聴覚障害及び他障害との重複の有無別で見ると、他障害重複で視覚の場合は約６割、聴覚及び

視覚+聴覚で半数前後が「療育手帳」を所持している。 

図表 58 手帳の所持状況〔複数回答〕（視覚・聴覚・重複有無別） 

 
 

  

88.4 

48.6 

2.0 

2.0 

95.1 

44.9 

1.4 

1.6 

95.5 

39.9 

2.8 

1.8 

80.9 

55.5 

2.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

無回答

全体 [n=8,125] 視覚障害 [n=4,055] 聴覚障害 [n=2,039] 言語機能障害 [n=3,677]

88.4 

48.6 

2.0 

2.0 

98.0 

0.0 

0.0 

2.0 

96.2 

0.0 

0.0 

3.8 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

94.1 

63.5 

2.1 

1.2 

95.3 

54.6 

4.5 

1.1 

96.9 

45.4 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

無回答

全体 [n=8,125] 視覚 [n=741] 聴覚 [n=234]

視覚+聴覚 [n=19] 視覚・重複 [n=2,705] 聴覚・重複 [n=1,298]

視覚+聴覚・重複 [n=229]
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身体障害者手帳を所持している利用者に総合等級を聞いたところ、「１級」が65.7%、「２級」が22.2%

となっている。 

図表 59 身体障害者手帳の総合等級 

 
 

視覚障害、聴覚障害及び他障害との重複の有無別で見ると、いずれも重度の等級の割合が高い。（なお、

聴覚単独の場合は２級が上限で１級はない。） 

図表 60 身体障害者手帳の総合等級（視覚・聴覚・重複有無別） 

 
 

  

65.7 

77.0 

43.8 

67.0 

22.2 

15.0 

44.4 

20.1 

4.9 

4.0 

7.2 3.1 

3.0 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=7,186]

視覚障害 [n=3,857]

聴覚障害 [n=1,947]

言語機能障害 [n=2,974]

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答

65.7 

57.9 

73.7 

82.3 

46.0 

78.8 

22.2 

30.3 

66.7 

26.3 

9.7 

43.9 

20.3 

4.9 

4.4 

4.7 

4.1 

3.0 

26.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=7,186]

視覚 [n=726]

聴覚 [n=225]

視覚+聴覚 [n=19]

視覚・重複 [n=2,546]

聴覚・重複 [n=1,237]

視覚+聴覚・重複 [n=222]

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答
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 利用可能なコミュニケーション方法 

利用可能なコミュニケーション方法について聞いたところ、本人から利用可能なものとしては、全体で見

ると「音声」が58.9%、「身振り・指さし」が35.9%等となっている。視覚障害では「音声」、聴覚障害で

は「手話」と「身振り・指さし」が多くなっている。 

図表 61 利用可能なコミュニケーション方法（本人から）〔複数回答〕 

 
 

本人から主に利用しているコミュニケーション方法としては、全体では「音声」が50.8%、「身振り・指

さし」が18.0%、「手話」が12.8%等となっている。視覚障害では「音声」、聴覚障害では「手話」が多い。 

図表 62 主に利用しているコミュニケーション方法（本人から） 

 

7.1 

0.1 

1.2 

4.6 

15.9 

1.2 

9.9 

58.9 

2.6 

35.9 

6.7 

12.8 

3.2 

14.3 

0.2 

2.3 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0 

82.1 

0.0 

15.0 

9.8 

8.6 

3.6 

0.7 

0.2 

4.2 

18.3 

63.2 

4.6 

33.8 

13.5 

4.0 

57.7 

3.7 

9.0 

2.3 

0.2 

0.1 

1.7 

10.2 

19.3 

1.6 

12.9 

40.5 

4.5 

56.7 

3.0 

19.0 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字

指点字

手書き文字（手のひら書き）

指文字

手話

触手話

文字筆記（筆談）

音声

コミュニケーションカード

身振り・指さし

ＩＣＴツール

その他

無回答

全体 [n=8,125] 視覚障害 [n=4,055] 聴覚障害 [n=2,039] 言語機能障害 [n=3,677]

12.8 

51.1 

15.6 

5.8 

50.8 

77.8 

4.9 

27.7 

18.0 

7.7 

24.0 

30.4 

10.3 

7.4 

5.5 

15.1 

3.2 

3.6 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,125]

視覚障害 [n=4,055]

聴覚障害 [n=2,039]

言語機能障害 [n=3,677]

点字 指点字 手書き文字（手のひら書き） 指文字
手話 触手話 文字筆記（筆談） 音声
コミュニケーションカード 身振り・指さし ＩＣＴツール その他
無回答
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本人への利用可能なコミュニケーション方法としては、全体では、「音声」が67.7%、「身振り・指さし」

が23.2%、「手話」が16.3%等となっている。視覚障害では「音声」、聴覚障害では「手話」が多い。 

図表 63 利用可能なコミュニケーション方法（本人へ）〔複数回答〕 

 
 

本人への主に利用しているコミュニケーション方法は、全体で見ると「音声」が65.1%、「手話」が13.6%

等となっている。視覚障害では「音声」、聴覚障害では「手話」が多い。 

図表 64 主に利用しているコミュニケーション方法（本人へ） 

 

6.1 

0.1 

1.6 

4.5 

16.3 

2.1 

10.8 

67.7 

3.6 

23.2 

6.3 

10.3 

3.0 

12.3 

0.1 

3.1 

0.0 

0.0 

3.9 

0.0 

85.4 

0.0 

0.0 

9.7 

9.8 

4.1 

0.8 

0.1 

5.9 

17.9 

65.1 

7.4 

37.3 

0.0 

5.9 

51.4 

4.0 

16.1 

3.5 

0.3 

0.0 

2.3 

9.9 

19.8 

2.5 

13.9 

61.8 

6.4 

39.1 

2.1 

11.9 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字

指点字

手書き文字（手のひら書き）

指文字

手話

触手話

文字筆記（筆談）

音声

コミュニケーションカード

身振り・指さし

ＩＣＴツール

その他

無回答

全体 [n=8,125] 視覚障害 [n=4,055] 聴覚障害 [n=2,039] 言語機能障害 [n=3,677]

13.6 

54.2 

16.2 

3.1 

5.7 8.9 

65.1 

83.0 

57.1 

6.5 

17.6 

9.5 

5.6 

7.2 

5.4 

6.4 

3.0 

4.1 

3.5 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=8,125]

視覚障害 [n=4,055]

聴覚障害 [n=2,039]

言語機能障害 [n=3,677]

点字 指点字 手書き文字（手のひら書き）
指文字 手話 触手話
文字筆記（筆談） 音声 コミュニケーションカード
身振り・指さし ＩＣＴツール その他
無回答
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 視覚障害の利用者のコミュニケーション方法 

視覚障害の利用者について、他障害との重複別、在籍施設・事業所の加算届出状況別に、利用可能なコミ

ュニケーション方法を見ると、利用者本人からのコミュニケーション方法については、事業所の加算届出の

有無、他障害重複のいずれにおいても、「音声」が多くなっている。他障害重複のない利用者では、「ＩＣＴ

ツール」も比較的多くなっている。 

図表 65 利用可能なコミュニケーション方法（本人から）〔複数回答〕（他障害重複・事業所の加算届出別） 

 
 

主に利用している利用者本人からのコミュニケーション方法（１つ）については、いずれも「音声」が多

くなっている。 

図表 66 主に利用しているコミュニケーション方法（本人から）（他障害重複・事業所の加算届出別） 

 

19.6 

0.0 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

98.6 

0.0 

0.9 

43.4 

0.2 

0.2 

13.6 

0.0 

0.2 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

84.6 

0.0 

16.8 

1.8 

11.0 

3.7 

15.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

89.7 

0.0 

3.2 

29.5 

3.8 

5.8 

3.3 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

82.5 

0.0 

18.9 

2.5 

10.5 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字

指点字

手書き文字（手のひら書き）

指文字

手話

触手話

文字筆記（筆談）

音声

コミュニケーションカード

身振り・指さし

ＩＣＴツール

その他

無回答

（加算届出をしている）視覚 [n=578] （加算届出をしている）視覚・重複 [n=2,111]

（加算届出をしていない）視覚 [n=156] （加算届出をしていない）視覚・重複 [n=570]

3.2 

97.2 

78.3 

88.5 

79.6 

7.9 

8.6 

10.0 

7.5 

3.7 

5.8 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（加算届出をしている）視覚 [n=578]

（加算届出をしている）視覚・重複 [n=2,111]

（加算届出をしていない）視覚 [n=156]

（加算届出をしていない）視覚・重複 [n=570]

点字 指点字 手書き文字（手のひら書き）
指文字 手話 触手話
文字筆記（筆談） 音声 コミュニケーションカード
身振り・指さし ＩＣＴツール その他
無回答
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利用者本人への利用可能なコミュニケーション方法については、事業所の加算届出の有無、他障害重複の

いずれにおいても、「音声」が多くなっている。他障害重複のない利用者では、「ＩＣＴツール」も比較的多

くなっている。 

図表 67 利用可能なコミュニケーション方法（本人へ）〔複数回答〕（他障害重複・事業所の加算届出別） 

 
 

主に利用している利用者本人へのコミュニケーション方法（１つ）については、いずれも「音声」が多く

なっている。 

図表 68 主に利用しているコミュニケーション方法（本人へ）（他障害重複・事業所の加算届出別） 

 

17.5 

0.2 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

98.3 

0.0 

0.0 

43.3 

0.3 

0.2 

12.4 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

90.6 

0.0 

0.0 

1.5 

12.9 

3.0 

17.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

88.5 

0.0 

0.0 

28.2 

1.9 

7.7 

1.9 

0.2 

0.4 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

91.6 

0.0 

0.0 

2.8 

8.9 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字

指点字

手書き文字（手のひら書き）

指文字

手話

触手話

文字筆記（筆談）

音声

コミュニケーションカード

身振り・指さし

ＩＣＴツール

その他

無回答

（加算届出をしている）視覚 [n=578] （加算届出をしている）視覚・重複 [n=2,111]

（加算届出をしていない）視覚 [n=156] （加算届出をしていない）視覚・重複 [n=570]

97.8 

86.8 

87.8 

90.7 

9.4 

5.1 

3.0 

7.7 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（加算届出をしている）視覚 [n=578]

（加算届出をしている）視覚・重複 [n=2,111]

（加算届出をしていない）視覚 [n=156]

（加算届出をしていない）視覚・重複 [n=570]

点字 指点字 手書き文字（手のひら書き） 指文字
手話 触手話 文字筆記（筆談） 音声
コミュニケーションカード 身振り・指さし ＩＣＴツール その他
無回答
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 聴覚障害の利用者のコミュニケーション方法 

聴覚障害の利用者について、他障害との重複別、在籍施設・事業所の加算届出状況別に、利用可能なコミ

ュニケーション方法を見ると、利用者本人からのコミュニケーション方法については、「手話」「文字筆記

（筆談）」「身振り・指さし」が多くなっている。「手話」は加算届出をしている事業所の利用者で多い傾向

が見られる。「文字筆記（筆談）」は加算届出をしていない事業所で聴覚のみの利用者に多くなっている。 

図表 69 利用可能なコミュニケーション方法（本人から）〔複数回答〕（他障害重複・事業所の加算届出別） 

 
 

主に利用している利用者本人からのコミュニケーション方法（１つ）については、加算届出をしている事

業所の利用者では「手話」、加算届出をしていない事業所の利用者では「文字筆記（筆談）」「手話」「身振

り・指さし」が多くなっている。 

図表 70 主に利用しているコミュニケーション方法（本人から）（他障害重複・事業所の加算届出別） 
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点字

指点字

手書き文字（手のひら書き）

指文字

手話

触手話

文字筆記（筆談）

音声

コミュニケーションカード

身振り・指さし

ＩＣＴツール

その他

無回答

（加算届出をしている）聴覚 [n=155] （加算届出をしている）聴覚・重複 [n=1,030]

（加算届出をしていない）聴覚 [n=73] （加算届出をしていない）聴覚・重複 [n=257]
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31.5 

18.7 

34.2 

17.1 

4.5 

15.1 

6.2 

5.8 

23.5 

9.6 

38.9 

3.5 
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12.1 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（加算届出をしている）聴覚 [n=155]

（加算届出をしている）聴覚・重複 [n=1,030]

（加算届出をしていない）聴覚 [n=73]

（加算届出をしていない）聴覚・重複 [n=257]
点字 指点字 手書き文字（手のひら書き） 指文字
手話 触手話 文字筆記（筆談） 音声
コミュニケーションカード 身振り・指さし ＩＣＴツール その他
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利用者本人への利用可能なコミュニケーション方法については、「手話」「文字筆記（筆談）」「身振り・

指さし」が多くなっている。「手話」は加算届出をしている事業所の利用者で多い傾向が見られる。「文字

筆記（筆談）」は加算届出をしていない事業所で聴覚のみの利用者に多くなっている。 

図表 71 利用可能なコミュニケーション方法（本人へ）〔複数回答〕（他障害重複・事業所の加算届出別） 

 
 

主に利用している利用者本人へのコミュニケーション方法（１つ）については、加算届出をしている事業

所の利用者では「手話」、加算届出をしていない事業所の利用者では、聴覚のみの場合は「文字筆記（筆談）」、

他障害重複の場合は「身振り・指さし」が多くなっている。 

図表 72 主に利用しているコミュニケーション方法（本人へ）（他障害重複・事業所の加算届出別） 
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触手話

文字筆記（筆談）

音声

コミュニケーションカード

身振り・指さし

ＩＣＴツール

その他

無回答

（加算届出をしている）聴覚 [n=155] （加算届出をしている）聴覚・重複 [n=1,030]

（加算届出をしていない）聴覚 [n=73] （加算届出をしていない）聴覚・重複 [n=257]
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（加算届出をしていない）聴覚 [n=73]

（加算届出をしていない）聴覚・重複 [n=257]

点字 指点字 手書き文字（手のひら書き） 指文字
手話 触手話 文字筆記（筆談） 音声
コミュニケーションカード 身振り・指さし ＩＣＴツール その他
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 視覚・聴覚重複障害の利用者のコミュニケーション方法 

視覚・聴覚の重複障害の利用者について、他障害との重複別、在籍施設・事業所の加算届出状況別に、利

用可能なコミュニケーション方法を見ると、利用者本人からのコミュニケーション方法については、「身振

り・指さし」「触手話」が多くなっている。 

図表 73 利用可能なコミュニケーション方法（本人から）〔複数回答〕（他障害重複・事業所の加算届出別） 

 
 

主に利用している利用者本人からのコミュニケーション方法（１つ）については、「身振り・指さし」「触

手話」が多くなっている。 

図表 74 主に利用しているコミュニケーション方法（本人から）（他障害重複・事業所の加算届出別） 
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文字筆記（筆談）

音声

コミュニケーションカード

身振り・指さし

ＩＣＴツール

その他

無回答

（加算届出をしている）視覚+聴覚 [n=16] （加算届出をしている）視覚+聴覚・重複 [n=209]

（加算届出をしていない）視覚+聴覚 [n=3] （加算届出をしていない）視覚+聴覚・重複 [n=20]
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（加算届出をしていない）視覚+聴覚 [n=3]

（加算届出をしていない）視覚+聴覚・重複 [n=20]

点字 指点字 手書き文字（手のひら書き）
指文字 手話 触手話
文字筆記（筆談） 音声 コミュニケーションカード
身振り・指さし ＩＣＴツール その他
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利用者本人への利用可能なコミュニケーション方法については、「触手話」「手書き文字（手のひら書き）」

が多くなっている。 

図表 75 利用可能なコミュニケーション方法（本人へ）〔複数回答〕（他障害重複・事業所の加算届出別） 

 
 

主に利用している利用者本人へのコミュニケーション方法（１つ）については、「触手話」が多くなって

いる。 

図表 76 主に利用しているコミュニケーション方法（本人へ）（他障害重複・事業所の加算届出別） 
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触手話

文字筆記（筆談）

音声

コミュニケーションカード

身振り・指さし

ＩＣＴツール

その他

無回答

（加算届出をしている）視覚+聴覚 [n=16] （加算届出をしている）視覚+聴覚・重複 [n=209]
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点字 指点字 手書き文字（手のひら書き） 指文字
手話 触手話 文字筆記（筆談） 音声
コミュニケーションカード 身振り・指さし ＩＣＴツール その他
無回答
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 施設入所支援利用者の日中活動（平日）の状況 

施設入所支援の利用者の日中活動（平日）の状況を聞いたところ、「施設の昼間サービス利用」が93.7%

とほとんどを占めている。 

図表 77 （施設入所支援）日中活動（平日）の状況 

 
 

 共同生活援助利用者の日中活動（平日）の状況 

共同生活援助の利用者の日中活動（平日）の状況を聞いたところ、「通所サービス利用」が75.9%と多く

なっており、「一般就労（在宅含む）」は5.6%、「居室で過ごす」は6.3%となっている。 

図表 78 （共同生活援助）日中活動（平日）の状況 
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一般就労（在宅含む） 通所サービス利用 居室で過ごす その他 無回答
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(2) ヒアリング調査の結果 

（調査対象の概要） 

事業所 実施サービス 

視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算の取得状

況 

Ａ事業所 施設入所支援・生活介護 有 

Ｂ事業所 就労継続支援 B 型 無 

Ｃ事業所 施設入所支援・生活介護・就労継続支援 B 型 有 

Ｄ事業所 生活介護・就労継続支援 B 型 有 

Ｅ事業所 生活介護・就労継続支援 B 型 有 

Ｆ事業所 施設入所支援・生活介護 有 

Ｇ事業所 施設入所支援・就労継続支援 B 型 有 

Ｈ事業所 施設入所支援・生活介護 有 

 

A 事業所 

事業概要、利用者、職員

体制等 

・利用者は、聴覚障害と知的障害の重複が多い。障害支援区分の重い人が多い。 

・利用者の年齢構成は 40 歳 50 歳が多く、今後高齢化が進む見込み。 

・職員のうち、聴覚障害のある職員を多く採用している。 

・視覚・聴覚言語障害者への支援において、身につける必要のあるスキルは通

常よりも多いと思う。職員を育成するのに時間のかかるところが課題である。 

・利用者支援はマニュアルがなく、個別対応で難しい。職員が１年を通じて積

み上げてきたことを施設内で発表する実践報告会、利用者の状況を職員で共

有していく取組などを通じて専門性を磨いていくしくみを取り入れている。 

・一対一で、お互い面と向き合わないと、コミュニケーションが成り立たない

のが聴覚障害者の特性である。後ろを向いているとわざわざそこまで走って

いって、本人を呼び止めていかないとコミュニケーションのスタートが始ま

らないというところがあるので、職員もいつも動き回っているイメージで、

対応する手当なども用意できないかと考えている。 

地域連携の状況、地域に

おける視覚・聴覚言語

障害者支援の機能配

置等 

・当事業所が地域で聴覚障害者の福祉の拠点になっていると認識している。聴

覚障害というのは目で見てわかりづらく、誤解をされやすいので、地域で孤

立することもある。事業所の相談員が面談するなど、地域の支援に積極的に

取り組んでいこうと考えている。 

・地域の機能配置に関しては、事業所に拠点としての固定的な役割を担わせる

よりは、地域にある既存の当事者団体、聴覚障害者情報提供施設などが拠点

的な役割を果たし、地域のニーズに合わせて機能を集約し、事業所と二人三

脚で取り組むのがよいと思う。 

視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算について 

・常勤・正規職員を多く配置しており、加算がないとここまでは配置できない。

その意味で、これはかなり必要な加算であると認識している。 
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・加算取得にあたっては、利用者の要件よりも、職員の加配が大変だと思う。

加算が取れればその部分に加算を充てられるが、加算をとる前だと難しく、

法人としての持ち出しになる。 

・本来は、聴覚障害で重複障害者が 1 人いたら、一対一で職員がつくぐらいで

なければならないと思う。そういった意味で、現行加算の 1.3 倍ぐらいは必

要ではないかと思う。 

・現在の要件の 30％を、例えば 20％、10％に広げていくのも一つの方向と思

うが、その要件で加算を取得し、支援が行き届くかどうかというところが心

配である。評価が難しい。30％であればマイノリティでも 10 人のうち 3 人

であり、3 人で、同じコミュニケーション手段で話ができるが、10％では 10

人のうち 1 人である。悪い方向に考えると、1 人だけ聴覚障害を入れれば加

算が取れるということで事業所に入れて、その方が孤立することが重度化に

繋がってしまうという可能性も考えられる。感覚的なものだが、やはり最低

20％ぐらい、10 人に 2 人ぐらいは必要ではないか。 

 

B 事業所 

事業概要、利用者、職員

体制等 

・利用者は、聴覚障害と知的障害の重複障害が多く、軽度の方から比較的重度

の利用者もいる。事業所全体では知的障害の利用者が中心。 

・利用者は手話を理解しているが、自分から意思表示をすることは少ない。 

・最寄り駅と事業所間の送迎を行っており、そこまでは利用者は鉄道、バスを

利用。聴覚障害の利用者は比較的遠方からも通所している。 

・職員で、日常的に手話でコミュニケーションをとれる者が数名いる。事業所

では文字表示やコミュニケーションボードなどを使って利用者の支援をして

いることが多い。 

・職員対象の手話講座などを行っている。 

地域連携の状況、地域に

おける視覚・聴覚言語

障害者支援の機能配

置等 

・地域の当事者（保護者）組織等と連携をしている。 

・聴覚障害の利用者が増えるようであれば、体制を充実させていくことも考え

たが、現在はそういう方向になっておらず、現在の利用者のニーズを満たす

ことができればよい状況である。 

・聴覚障害については、集団（同じコミュニケーション手段を持つ集団）で支

援を行う方向が重要だと考えているが、今のところ、事業としてやっていけ

る規模のニーズにはなっていないように感じる。知的障害をメインにすると、

個別支援の方向になり、集団性の観点はあまり出てこない。 

・聴覚障害については、県の施設が中核になっており、当事者の職員の方もお

り、さまざまな取り組みを行っている。手話言語条例の制定も増えてきてお

り、以前より環境は改善されてきていると思う。その中で、聴覚障害者がコ

ミュニティの中で自分らしく生活・活動できているのであれば、聴覚障害だ

けを集めて支援するというよりは、そちらの方がよいのではないかとも思う。 
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視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算について 

・加算が取れるのであれば、もっと積極的に手話の学習会や環境整備を進める

動きになるかもしれない。要件を満たせれば加算は取得したいが、利用者の

30％要件を満たすことは難しい。 

・手話の環境が加算要件になればよい。また、緊急時対応、障害に対応した連

絡ツールの整備など、環境整備の評価が条件になればよいと思う。 

・学校を卒業する聴覚障害の重複障害者の選択肢が広がる方向に役立てばよい

と思う。重複障害者で社会に出る不安は大きいと思うので、安心材料の１つ

になればよいと思う。 

 

C 事業所 

事業概要、利用者、職員

体制等 

・利用者のうち、聴覚障害のみの利用者は少なく、ほとんどが聴覚、言語、知

的の重複障害である。 

・利用者のほとんどが手話を使用。 

・利用者の年齢層は 65 歳以上が多い。 

・言語機能の限られている利用者が多く、その中で、言葉の獲得に向けた学習

活動を継続して行ってきた。 

・重複障害のある聴覚障害者は、近年は地域の特別支援学校に通う場合が多く、

そうすると聴覚障害の集団は母数が少なく共通の言葉が育ちにくい環境にな

っている。そういう環境で、手話は一定理解できる人もあれば、全くできな

い人もあり、個人差が大きい。 

・職員体制は、利用者への支援の観点からぎりぎりの配置状況で、十分な体制

とは言えない状況である。 

地域連携の状況、地域に

おける視覚・聴覚言語

障害者支援の機能配

置等 

・事業所で文化的な取り組みや創作活動などを進めるとともに、地域の人たち

への手話教室や、地域の理解を広げるような活動を行っている。 

・法人で市町村事業の地域活動支援センターを運営し、地域の聴覚障害者の支

援を行っている。また、聴覚障害者の交流事業を行っている。 

視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算について 

・加算の取得要件で手話通訳の配置などを求めるレベルになると、人を確保で

きずに加算を取得できない事業所が多くなると思う。手話のできる職員から

学習をしたり、日頃の業務の中で、手話で伝えられる環境を作ることが、こ

の加算の中でも非常に大切な役割を占めていると考えている。 

・利用者一人一人に合った専門的な支援を行っていくことはたいへんである。

もしこの加算制度がなくなって、視覚聴覚の人は手間がかかるから、もうで

きるだけ受け入れないほうがいいということになってしまわないように、こ

の制度はぜひ存続して欲しいと考える。 

 

D 事業所 

事業概要、利用者、職員

体制等 

・２つの事業所で生活介護と就労継続Ｂ型を実施している。利用者は聴覚障害

と知的重度の重複が多い。就労継続Ｂ型では、聴覚障害のみの利用者もいる。 

・年齢層は 20 歳代から 70 歳代と広いが、高齢化の課題が増えてきている。 
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・利用者のコミュニケーションについては、聴覚障害で手話とひとくくりには

できない。重複する知的障害の程度や生活歴等でかなり異なっている。手話

でも独特の手話の方、身振り手振り、筆談など、一人一人コミュニケーショ

ンが違う。 

・利用者で、一般就労していたが孤立、障害の悪化等で仕事を辞めて通所して

いる人も多くいる。こうした人の支援も大切と思っている。仲間が１人いる

かいないかが大きい。 

・職員は、近年は手話のできる人の確保が非常に困難になっている。全職員が

手話を習得するのが難しい。手話を使う聴覚障害の職員も採用している。基

本的に、手話を中心としたコミュニケーションの体制をつくっている。 

・一部、音声文字変換のＩＣＴも利用しているが、まだまだ誤変換など追いつ

いていないところも多く、また、顔を見てコミュニケーションしたいという

意識もあり、職員によって受け取り方の異なるところがある。 

地域連携の状況、地域に

おける視覚・聴覚言語

障害者支援の機能配

置等 

・手話サークルとの連携、地域の当事者団体と連携した市への働きかけ、地域

の小学校や保育所等に出向いての講演などの活動を行っている。 

・聴覚障害者のサービス利用の課題として、人数が少ないので、自宅近くの事

業所に通所できないということがある。遠方の聴覚障害に対応した事業所に

通所するか、自宅近くの聞こえる人の事業所に通所するかで、自宅近くを選

択する人も増えてきている。 

・通所の場合、特に遠方から通う場合に通所方法はハードルになると思う。 

視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算について 

・聴覚障害の利用者が安心してコミュニケーションがとれ、活動してもらうに

は、手話のコミュニケーションが重要と考えている。そのためにはプラスア

ルファの職員が必要で、職員のスキルアップも必要になる。職員体制の強化

にあたって、積極的に加算を取りたいと考えた。 

・利用者が 1 人であっても 100％であっても、同じ基準で加算が得られるのが

理想だと思う。視覚・聴覚言語障害者が 100％の事業所も、聴こえる集団と

聞こえない集団のかけ橋を実践している事業所も、同様に評価してほしいと

思う。視覚・聴覚言語障害者支援の実践を充実させたいと願う事業所に適切

に加算が届くようにしてほしい。 

 

E 事業所 

事業概要、利用者、職員

体制等 

・生活介護と就労継続支援 B 型を多機能型で実施している。 

・利用者は全員が聴覚障害者で、知的、精神等の重複も多い。 

・職員のうち、聴覚障害者の職員も多く採用している。 

・職員の確保などで不足感は現在特にない。 

・職員と利用者のコミュニケーションについては、利用者の育った環境、障害

の状況など一人ひとりが違うので、手話、手話と身振り手振り、筆談など、

個々に合わせたコミュニケーションをとっている。また、知的障害が主の利

用者では、実際のものを見せて、また、実際に一緒に移動して、見てわかる

ように、時間をかけて、コミュニケーションをとるということを大事にして
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いる。また、視覚障害と聴覚障害の重複の利用者で、触手話を使ってコミュ

ニケーションをする方もいる。 

・利用者は手話を理解する人が多いが、特別支援学校を卒業した利用者で比較

的手話の少ない環境で育った方もいる。特に 60 代 70 代の方は、手話がわか

らなくて言葉の数も少なく、コミュニケーションが難しい方もいる。 

・職員のスキル向上に関しては、OJT を中心として実践している。 

・いろいろな障害を持つ利用者がおり、全員が手話を使えるわけではないので、

身振り手振り、手話、絵を見せるなど、事前に共通の言葉を探し、それが事

業所でのコミュニケーションになっていくという形、そういった環境を作る

体制をしっかりしていくという考えで取組をしている。 

地域連携の状況、地域に

おける視覚・聴覚言語

障害者支援の機能配

置等 

・遠方から通所している利用者もいる。送迎は、基本的に利用者の自宅まで行

っている。 

・聴覚障害に関する拠点的な施設の必要性については、聴覚障害に特化した事

業所が必要だと考えている。大多数の中に 1 人 2 人の聴覚障害者という状況

での個々の支援を期待するというよりは、拠点的な施設において専門的なス

キルを必要に応じて提供していくという関係性が現実的ではないかと思う。 

視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算について 

・加算については事業運営（環境整備、職員確保）に役立っている。ただ、利

用者の割合で 30％の事業所と 100％の事業所では、業務の負担感がかなり

違うと思うが、30％と 100％で同じ加算単位というのはどうかと感じる。 

・利用者の 30％以上等の加算要件については、なくしてしまうと、集団（同じ

コミュニケーション手段を持つ集団）がなくなってしまう恐れがある。集団

での支援は必要だと思うので、要件は必要である。30％を超えた施設に関し

て加算が上がっていくようなシステムがあるといいと思う。 

・個別支援を大切にする前提であるが、１人だけの支援では限界があり、集団

の形成は必要と思う。同じ障害を持った方が何人か集まることで、よりよい

支援が可能になり、環境の整備もしやすくなると思っている。そのため、利

用者全員の中で視覚・聴覚言語障害者が 1～2 人というのはよくないと思っ

ており、そのため、少なくとも定員 10 名で 30％、３人程度のグループがで

きるということは重要と思う。 

 

F 事業所 

事業概要、利用者、職員

体制等 

・利用者の多くが視覚障害と知的障害の重複者であり、視覚障害のみの利用者

は数名。高齢化が進んでおり、65 歳以上の利用者が多い。 

・専門技術を持つ職員としては、歩行訓練士が配置されているので、必要に応

じて歩行訓練を行っている。 

・視覚障害の場合、人の感覚器官に入ってくる情報の８割が視覚情報と言われ

ているので、かなり情報がない状況から始まる。また、重複障害で特に知的

の重度者ということで、ものを理解するまでに時間がかかるというところが

支援の基本ベースになる。 
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・歩行に対しては、環境的な認知、言語の理解が難しい場合が多く、特に知的

障害を持っている人が多いので、まず基本は一対一の付き添いが必ず必要に

なる。付き添うだけではなく、例えば、近くに何か通りましたとか、この音

は何ですかというところで随時情報提供が必要になる。 

・事業所にある程度慣れてくると本人のペースで活動できるようになってくる

が、いろいろな利用者がおり、日々、状態も変化するので、支援量・支援時

間はかなり多くなってくる。 

・利用者で点字ができる人は少ないが、一部、いろいろ点字でコミュニケーシ

ョンしたいという利用者もいる。 

・職員に対しては、法人全体で研修等のしくみを用意している。視覚障害者支

援に対する知識・技術を向上できるような取り組みをしている。 

・点字に関しては、現在はアプリケーションがあるので、それで対応すること

が多い。 

地域連携の状況、地域に

おける視覚・聴覚言語

障害者支援の機能配

置等 

・地域において、視覚障害者の拠点的施設として認知されている。 

・地域の視覚障害者支援のネットワークに参画している。 

・事業所の歩行訓練士など専門職が、地域向けにも活動を行っている。委託事

業で、中途失明の方を対象とした事業等も行っている。 

・地域における視覚聴覚言語障害への対応に関し、事前に実施されたアンケー

ト調査では、回答として「各施設事業所がそれぞれ視覚聴覚言語障害に対応

できることが望ましい」を選んだが、あくまで理想として回答したものであ

り、実際には拠点的なものから専門的支援を進めていく形が現実的だろうと

考えている。 

視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算について 

・加算に関しては、職員数名程度が確保できる額になっており、かなり助かっ

ている。加算がない場合、夜勤体制などにかなり支障が出る可能性がある。 

・加算については、ひと通りの段階を経て行き渡るというのが本来の形だと思

う。当初、利用者要件は 50％だったのが、30％に引き下げられ、より裾野を

広げるという方向に変えられた経緯はあるが、30％以上で一律という現在の

要件も、もう少し柔軟になってもよいと思う。例えば、視覚・聴覚言語障害

者の割合がいずれ減ったとしても、支援は継続してきちんと行いたいと思う

ので、割合の増減に応じて相応の加算があるというところが必要になるので

はないかと思う。 

 

G 事業所 

事業概要、利用者、職員

体制等 

・視覚障害と知的の重複障害の利用者が多いが、近年は視覚障害のない、精神、

知的の方の受け入れも増えてきている。 

・事業所で実施している通所の方のサービス利用者は、精神障害などが中心で、

視覚障害の利用者は少ない。 

・視覚障害者の利用者で、点字を利用する人は比較的多い。 
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・職員のスキルとしては、移動支援が重要である。各種研修等で技術の定着を

図っている。現在課題となっているのは行動障害への対応で、虐待防止研修

等も重視している。また、聴覚障害に関し、手話の研修等も行っている。 

地域連携の状況、地域に

おける視覚・聴覚言語

障害者支援の機能配

置等 

・地域において、視覚障害者の拠点的施設として認知されている。 

・地域の視覚障害者支援のネットワークに参画している。 

・事業所の歩行訓練士など専門職が、地域向けにも活動を行っている。委託事

業で、中途失明の方を対象とした事業等も行っている。 

・地域における視覚聴覚言語障害への対応に関し、事前に実施されたアンケー

ト調査では、回答として「各施設事業所がそれぞれ視覚聴覚言語障害に対応

できることが望ましい」を選んだが、あくまで理想として回答したものであ

り、実際には拠点的なものから専門的支援を進めていく形が現実的だろうと

考えている。 

視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算について 

・事業所にとって必要な加算であり、加算の要件については今の要件でよいと

感じている。 

・利用者のうち視覚・聴覚言語障害者の割合の高い事業所に、高い加算算定を

行うという考え方もあるが、これから加算を取得する事業所では厳しい条件

になると思うので、あまり要件は変えない方がよいのではないか。 

 

H 事業所 

事業概要、利用者、職員

体制等 

・利用者の障害状況は基本的に重複で、視覚障害と知的重度の重複の利用者が

ほとんどを占める。視覚障害と聴覚障害の重複者も多い。障害支援区分も重

い人が多い。 

・自ら動ける利用者は少なく、高齢化も進んでおり、常時介護の必要な利用者

が多い。 

・利用者とのコミュニケーションも、聴覚だったら手話、視覚であれば点字と

いった一般的な形ではなく、基本的には個別対応的なものが多い。点字を理

解できる方は若干名である。 

・医療的ケアの必要な利用者はいない。 

・職員に対して、点字などの研修はあるが、職員全員が点字をできるというわ

けではない。点字作成は、現在はパソコンと点字プリンターでできるので、

それが使いこなせれば対応できる。 

・職員のコミュニケーションに関するスキルは比較的高いと思う。その一方、

歩行、食事、排せつなどすべてに介助の必要な利用者が多いので、そういっ

た個別スキルが重要になる。 

・職員の確保は、特に不足ということではないが、何とか確保している状況。 

・高齢者の特養等への移行などは基本行っておらず、ターミナルも含めて事業

所で対応している。視覚・聴覚言語障害者が１人、普通の特養で生活するの

は難しいのではないかと思う。 
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・支援内容は一人一人アセスメントして個別支援計画を立てており、視覚障害

だからこういう支援というものではないが、視覚障害、聴覚障害の場合、支

援に時間がかなりかかり、職員数も多く必要になる。 

地域連携の状況、地域に

おける視覚・聴覚言語

障害者支援の機能配

置等 

・視覚障害の場合、発話できる方であれば言葉でのコミュニケーションは可能

だが、根本的に、一番難しいと思っているのはやはり移動関係である。車の

運転もできないし、最寄りの駅まで行くのにもたいへんな苦労を要するなど、

移動に関するところは難しいと感じる。 

・必然的に、視覚障害に対応した事業所を作る場合は、視覚障害者が集まりや

すい場所になり、結果的に集中しやすいので、拠点的な場所は必要になるの

ではないかと思う。 

・現実問題として、視覚障害者が自由に移動できる環境にない地域も多いので、

拠点的なものがないと厳しいのではないかと感じる。多くの事業所で普通に

対応できるようになることは理想だが、まだまだ先の話と思う。 

視覚・聴覚言語障害者支

援体制加算について 

・加算要件の利用者数の 30％という要件は、やや粗いように感じる。30％以

上をクリアする事業所は少ないと思う。逆に対象者数が多すぎて、今の 30％

基準に基づく加算単位だけでは現実的に体制をつくることは厳しい場合もあ

る。 

・加算ありきの考え方ではなく、利用者の希望があって、利用していただいて

その結果加算もあるというのが本来の姿かと思う。加算が取れないから利用

を絞るとか、もう 1 人利用したら加算が取れるから該当者を探すといったこ

とではない。加算があってもなくても、利用者の状況に応じてスキルのある

職員を配置することは必要になる。 

・加算要件で、割合で区切るというのは違和感がある。ただ、個別加算のよう

になると逆に難しいところもある。垣根を低くして門戸を広げることはいい

ことだが、職員の加配の問題もあるので、対象者数の多い事業所では不公平

に感じてしまう場合もあると思う。 
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５ 調査結果のまとめ 

 

①事業所における視覚・聴覚言語障害者への支援の状況について 
・アンケート調査によれば、事業所・サービスの運営規程に、視覚・聴覚言語障害者に関する規定を定めて

いる事業所は少ないが、加算を取得している事業所に限ってみると、半数程度が規程を定めており、差が

見られる。視覚・聴覚言語障害者を対象として支援を行っている事業所は全体としては少ないが、規程に

定めるなど視覚・聴覚言語障害者を対象とすることを明確にしている事業所の多くは加算を取得している

ものと考えられる。 

図表 79 （アンケート結果）視覚・聴覚言語障害に関する規程の有無 

 
 

・視覚・聴覚言語障害者への支援を行っていない事業所に、その理由を聞いたところ、「視覚・聴覚言語障

害者への対応が難しいため、これまで受け入れをしていない」とともに「視覚・聴覚言語障害者を受け入

れできるが、これまで視覚・聴覚言語障害者の利用希望がなかった」という回答が多い。視覚・聴覚言語

障害者への対応の難しさと、視覚・聴覚言語障害者からの利用希望のないことが受け入れをしていない大

きな理由となっている。視覚・聴覚言語障害者の利用希望があったが「受け入れができなかった」経験の

ある事業所は少ない実態もふまえると、視覚・聴覚言語障害者でサービス利用を希望する人は、後述のよ

うに知的障害等との重複なども多く支援にも専門性を要することから、当初から実績のある施設・事業所

を指向する場合が多いことなども考えられ、そのため、視覚・聴覚言語障害者と関わりを持たない事業所

が多いものと思われる。 

図表 80 （アンケート結果）視覚・聴覚言語障害のある利用者がいない理由 

 

19.9 

48.2 

14.4 

78.0 

51.8 

82.0 

95.3 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=821]

加算取得事業所 [n=224]

加算未取得事業所（加算対象者有） [n=250]

加算未取得事業所（加算対象者無） [n=277]

定めている 定めていない 無回答

視覚・聴覚言語障害者への対応が難しい
ため、これまで受け入れをしていない

40.5%

視覚・聴覚言語障害者を受け入れできるが、これま
で視覚・聴覚言語障害者の利用希望がなかった

33.9%

（その他の理由）
25.6%

全体 [n=1,124]
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・視覚・聴覚言語障害者で障害福祉サービスを利用している者は、視覚・聴覚言語障害と知的障害等の重複

障害者が多くを占め、障害支援区分が重い人が多い。視覚・聴覚言語障害のみでサービスを利用している

人は少ない。ヒアリング調査においても、視覚・聴覚言語障害者のサービス利用者は、大部分は重複障害

者で、重度者が多い状況だった。そのため、支援方法・コミュニケーションの方法も重複障害の状況や程

度により多様であり、各事業所で個別の支援方法が模索され、その中で手話や点字等を通じてコミュニケ

ーションの幅を広げる取組が行われている。対象者への支援に高い専門性を求められることが特色である

と言える。 

図表 81 （アンケート結果）サービス利用者の視覚・聴覚言語障害以外の障害重複状況〔複数回答〕 

 
 

・アンケート調査によれば、視覚・聴覚言語障害者で障害福祉サービスを利用している者のコミュニケーシ

ョンの方法は、視覚障害の場合は「音声」、聴覚障害の場合は「手話」が中心となっているが、重複障害の

状況でさまざまな対応・支援が行われている。「身振り・指さし」などをはじめ、さまざまなコミュニケ

ーションの方法により、サービス利用者への支援が行われている。 

 

・障害別でコミュニケーションの方法を見ると、視覚障害では「音声」でのコミュニケーションが多い。「点

字」については１～２割のサービス利用者が利用可能である。聴覚障害では、「手話」「文字筆記（筆談）」

「身振り・指さし」が多く利用されているが、在籍する事業所の加算取得別で見た場合、「手話」は加算

を取得している事業所の利用者で多い傾向が見られ、「文字筆記（筆談）」は加算を取得していない事業

所で多い傾向が見られる。加算を取得している事業所では、手話を利用できる環境も整備されていると考

えられることから、手話の利用が多いものと推察される。また、視覚・聴覚の重複障害者の場合は、触手

話などの利用が多くなっている。 

  

26.3 

60.6 

8.5 

1.6 

1.9 

15.7 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の身体障害（内部障害等）

知的障害

精神障害

難病

その他

重複なし

無回答
全体 [n=8,125]
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図表 82 （アンケート結果）サービス利用者が主に利用しているコミュニケーション方法（本人から） 

(%) 

加算届出をしている事業所に在籍 加算届出をしていない事業所に在籍 

視覚障害の

み 

[n=578] 

視覚障害と

他障害重複 

[n=2,111] 

聴覚障害の

み 

[n=155] 

聴覚障害と

他障害重複

[n=1,030] 

視覚障害の

み 

[n=156] 

視覚障害と

他障害重複 

[n=570] 

聴覚障害の

み [n=73] 

聴覚障害と

他障害重複 

[n=257] 

点字 2.6 0.1 0.0 0.0 3.2 0.2 0.0 0.0 

指点字 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
手書き文字（手のひ
ら書き） 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

指文字 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0 0.8 

手話 0.0 0.0 87.1 66.0 0.0 0.0 31.5 18.7 

触手話 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

文字筆記（筆談） 0.0 0.0 1.9 1.7 0.0 0.0 34.2 17.1 

音声 97.2 78.3 4.5 2.7 88.5 79.6 15.1 6.2 
コミュニケーション
カード 

0.0 0.0 0.6 0.1 0.0 0.0 0.0 0.8 

身振り・指さし 0.0 7.9 5.8 23.5 0.0 8.6 9.6 38.9 

ＩＣＴツール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.4 0.0 2.3 

その他 0.0 10.0 0.0 3.5 1.9 7.5 8.2 12.1 

無回答 0.2 3.7 0.0 0.7 5.8 3.7 1.4 3.1 

図表 83 （アンケート結果）サービス利用者が主に利用しているコミュニケーション方法（本人へ） 

(%) 

加算届出をしている事業所に在籍 加算届出をしていない事業所に在籍 

視覚障害の

み 

[n=578] 

視覚障害と

他障害重複 

[n=2,111] 

聴覚障害の

み 

[n=155] 

聴覚障害と

他障害重複

[n=1,030] 

視覚障害の

み 

[n=156] 

視覚障害と

他障害重複 

[n=570] 

聴覚障害の

み [n=73] 

聴覚障害と

他障害重複 

[n=257] 

点字 0.7 0.1 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 

指点字 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
手書き文字（手のひ
ら書き） 

0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

指文字 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 

手話 0.0 0.0 86.5 73.5 0.0 0.0 30.1 14.4 

触手話 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

文字筆記（筆談） 0.0 0.0 5.2 1.7 0.0 0.0 57.5 30.4 

音声 97.8 86.8 0.0 0.0 87.8 90.7 0.0 0.0 
コミュニケーション
カード 

0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 1.6 

身振り・指さし 0.0 0.0 7.1 21.2 0.0 0.0 4.1 36.6 

ＩＣＴツール 1.4 0.0 1.3 0.0 0.0 0.4 0.0 2.7 

その他 0.0 9.4 0.0 2.0 1.9 5.1 6.8 11.7 

無回答 0.2 3.0 0.0 0.4 7.7 3.9 1.4 2.7 
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・視覚・聴覚言語障害者への支援に技術や専門性を有する職員については、アンケート調査によれば、加算

を取得していない事業所では、「いない」というところが多く、事業所に該当職員がいる場合も、その経

緯は「たまたま該当するスキルを有する職員が在籍している」という場合が多い。一方、加算を取得して

いる事業所では、計画的に技術や専門性を有する職員の確保・育成を行っているところが多い。ヒアリン

グ調査においても、研修やＯＪＴなどさまざまな方法で職員の育成を図っている事業所が多かった。 

図表 84 （アンケート結果）施設・事業所に技術や専門性を有する職員が在籍している理由 

 
※設問選択肢の表記を簡略化している 

 

・ヒアリング調査では、職員確保の難しさ、育成に時間を要することなど、職員体制に関する課題が多く指

摘された。視覚・聴覚言語障害者への支援は、通常の支援に比べ、個別対応やコミュニケーション面での

特性があるため、職員の負担も大きく、時間もかかる場合が多い。そのため、基準を上回る職員配置を行

っている事業所が多いが、加算は、こうした職員の加配において、大きな助けになっているという声が多

かった。 

 

・視覚・聴覚言語障害者への支援における特性として、「集団支援」の観点が多くの事業所で指摘された。

同じ障害のある「仲間」（同じコミュニケーション手段を持つ集団）とともにいることが、視覚・聴覚言

語障害者の孤立や、ひいては障害の重度化も防ぎ、支援において重要な要素であるという意見が多い。 

 

  

28.6 

61.3 

8.7 

7.0 

6.5 

7.9 

6.8 

4.1 

31.2 

11.3 

37.7 

53.8 

8.9 

6.5 

11.3 

9.9 

24.8 

13.0 

35.5 

25.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=773]

加算取得事業所 [n=292]

加算未取得事業所（加算対象者有） [n=265]

加算未取得事業所（加算対象者無） [n=171]

施設・事業所で、これまで技術や専門性を有する職員の雇用や、資格取得・研修受講支援等を計画的に行ってきた
技術や専門性を有する職員の雇用や、資格取得・研修受講支援等を行うようになった
たまたま該当するスキルを有する職員が在籍している
その他
無回答
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・アンケート調査によれば、視覚・聴覚言語障害者への支援に関し、環境整備など事業所で取り組んでいる

ことを聞いたところ、加算を取得している事業所では、いろいろな取組を行っている場合が多い。一方、

加算を取得していない事業所では、特に取組を行っていない場合が多く、視覚・聴覚言語障害者が在籍し

ている事業所においても、ほぼ半数が特に取組を行っていない。費用面の問題などもあることから、環境

整備などを進めることが難しい様子もうかがえる。ヒアリング調査では、加算取得により環境整備を充実

したいといった意見も聞かれた。 

図表 85 （アンケート結果）視覚・聴覚言語障害者への支援に関する取組有無 

 
 

②地域における視覚・聴覚言語障害者への支援基盤のあり方について 
・アンケート調査によれば、視覚・聴覚言語障害者への支援に関し、地域での望ましい姿について、「地域

全体をカバーする特化型の専門的な施設・事業所を配置する」「地域内で視覚・聴覚言語障害者に対応す

る施設・事業所を決めて機能強化する」「地域内のすべての施設・事業所が対応力を確保できるようにす

る」という３つの考え方で意見を聞いたところ、意見が比較的分散する傾向が見られた。 

図表 86 （アンケート結果）地域における視覚・聴覚言語障害者への支援力向上のための望ましい形態 

 
※設問選択肢の表記を簡略化している 

 

・傾向について細かく見ると、加算を取得している事業所では、「地域内のすべての施設・事業所が対応力

を確保できるようにする」という意見が多い。一方、加算を取得していない事業所、視覚・聴覚言語障害

31.6 

91.4 

43.8 

9.8 

57.7 

7.3 

51.4 

80.9 

10.7 

4.8 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=2,199]

加算取得事業所 [n=302]

加算未取得事業所（加算対象者有） [n=689]

加算未取得事業所（加算対象者無） [n=997]

取組あり 取組なし 無回答

地域全体をカバーする特化型の専
門的な施設・事業所を配置する

21.7%

地域内で視覚・聴覚言語障害者に対応
する施設・事業所を決めて機能強化する

29.1%地域内のすべての施設・事業所が対応
力を確保できるようにする

22.4%

その他
2.2%

わからない
15.2%

無回答
9.4%

全体 [n=2,199]
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者のいない事業所では、「地域全体をカバーする特化型の専門的な施設・事業所を配置する」「地域内で

視覚・聴覚言語障害者に対応する施設・事業所を決めて機能強化する」をあげる事業所が比較的多くなっ

ている。加算を取得しており、視覚・聴覚言語障害者への支援実績のある事業所は、地域での広がり・展

開という理想像をあげるのに対し、視覚・聴覚言語障害者とのかかわりの少ない事業所の場合は、拠点・

中核的な施設・事業所が望まれる傾向にあるものと推察される。ヒアリング調査においても同様な傾向が

うかがわれ、すべての事業所で対応できることが理想だが、現実的には地域の拠点整備から始めるべきで

はないかという意見が多かった。 

 

③視覚・聴覚言語障害者支援体制加算について 
・アンケート調査によれば、加算の届出をしていない事業所において、その理由は、「（該当者がいないの

で）当施設・事業所には関係ない」というところが多い。一方、「以前に届出を考えたことがあったが、要

件を満たすことが難しく断念した」という事業所も一定数見られ、視覚・聴覚言語障害者がいるが加算を

取得していない事業所では1/4程度が回答している。サービス利用者に視覚・聴覚言語障害者がいる事業所

においても、多くの事業所では加算の取得をしていない状況が見られる。 

図表 87 （アンケート結果）加算の届出をしていない理由 

 
 

・今後の加算取得についても、サービス利用者に視覚・聴覚言語障害者がいるが加算を取得していない事業

所の多くで、「加算要件を満たすことが難しい」ため、加算取得は困難と考えられている。加算要件の厳

しさが取得のハードルとなっている事業所も少なくないものと推察される。 

図表 88 （アンケート結果）加算の要件を満たす可能性 

 

13.1 

24.5 

5.0 

54.7 

46.3 

61.0 

19.1 

17.3 

20.5 

7.8 

7.1 

8.1 

4.3 

3.2 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得事業所 [n=1,717]

加算対象者有 [n=689]

加算対象者無 [n=997]

以前に届出をしていたが、要件を満たさない時期があったために現在は届出を終了している
以前に届出を考えたことがあったが、要件を満たすことが難しく断念した
加算について知っていたが、当施設・事業所には関係ないので届出を考えたことはない
加算について知らなかった
その他
無回答

3.4 

4.4 

87.7 

71.6 

6.6 

22.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算未取得事業所が、加算の利用者要件を満たす可能性
[n=1,717]

加算未取得事業所が、加算の加配従業者の要件を満たす可
能性 [n=1,717]

現状で要件を満たしている
現状は要件を満たしていないが、将来的に要件を満たすことは可能と思われる
現状は要件を満たしておらず、今後も当面は要件を満たすことは難しいと思われる
無回答
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・ヒアリング調査では、加算に関する認識を広く聞いたが、加算が重要で、事業所の基盤整備に大きく役立

っていることで認識が一致している。加算を取得していない事業所も、要件が満たせれば加算を取得した

いという意向である。 

 

・加算取得の要件について聞いたところ、サービス利用者に視覚・聴覚言語障害者が１人でもいれば加算対

象にすべきとの意見から、サービス利用者の30％要件の緩和に慎重な意見まで、さまざまなものがあった。

視覚・聴覚言語障害者の割合が高い（30％を大きく上回る）事業所では、割合に応じた段階設定をすべき

ではないかとの意見も聞かれた。 

 

・加算については、特に職員の加配に役立っているという声が多い。一方、加算取得には職員加配の要件が

あり、加算を取得できるまでは事業所がその費用をすべて負担する必要があるため、加算取得のハードル

になるのではないかという意見があった。 

 

・視覚・聴覚言語障害者の支援においては、「集団」（同じコミュニケーション手段を持つ集団）による支援

を重視する事業所が多く、加算の要件を見直す場合は、その観点を重視すべきとの意見が多く聞かれた。

現行の「利用者の30％以上」について、緩和することで集団形成にマイナスにならないことが重要との認

識である。例えば、サービス利用者が10人の場合、30％では３人で、集団を形成できるぎりぎりの人数と

なる。これが20％、10％と下げられた場合、加算は取得しやすくなるが、対象者は２人、１人となり、集

団ではなくなる。こうした点にも十分配慮すべきとの意見が出されている。 

 

  



 

66 

６ 参考資料（調査票） 

 

 

 

 

調査票：障害福祉サービスにおける視覚・聴覚言語障害者への支援に関する調査 
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員
配

置
や

基
盤

整
備

等
に

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

 

 
こ

う
し

た
背

景
も

あ
り

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

報
酬

体
系

に
お

い
て

は
、

施
設

・
事

業
所

に
お

け
る

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

の
評

価
と

し
て

、
一

定
の

利
用

者
数

と
専

門
性

を
有

す
る

職
員

の
配

置
を

満
た

し
た

場
合

に
算

定
可

能
な

加

算
（

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

支
援

体
制

加
算

）
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

当
該

加
算

の
算

定
件

数
が

少
な

い
と

い
う

現
状

も
見

ら
れ

ま
す

。
 

 
本

調
査

で
は

、
こ

れ
ら

の
観

点
も

ふ
ま

え
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
施

設
・

事
業

所
に

お
け

る
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
支

援
の

一
層

の
充

実
に

向
け

た
各

種
検

討
を

行
う

に
あ

た
っ

て
、

施
設

・
事

業
所

の
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
に

対
す

る
支

援
の

実
態

や
上

記
加

算
の

算
定

状
況

な
ど

、
基

本
的

な
情

報
を

把
握

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
す

。
 

 【
調

査
対

象
】

 

 
本

調
査

は
、

生
活

介
護

、
施

設
入

所
支

援
、

共
同

生
活

援
助

、
自

立
訓

練
（

機
能

訓
練

）、
自

立
訓

練
（

生
活

訓
練

）、
就

労

移
行

支
援

、
就

労
継

続
支

援
A

型
、

就
労

継
続

支
援

B
型

の
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

全
国

の
施

設
・

事
業

所
を

対

象
と

し
て

い
ま

す
。

 

 
な

お
、

調
査

は
サ

ー
ビ

ス
単

位
で

実
施

し
ま

す
の

で
、

複
数

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

て
い

る
施

設
・

事
業

所
に

対
し

て
は

、
複

数
の

調
査

票
が

届
く

場
合

が
あ

り
ま

す
。

調
査

票
に

貼
付

さ
れ

た
ラ

ベ
ル

を
ご

確
認

い
た

だ
き

、
調

査
対

象
の

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

 【
調

査
に

関
す

る
連

絡
先

等
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
】

 

回
答

者
 

所
属

・
役

職
 

 

氏
名

 
 

連
絡

先
 

Te
l 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

 
 

 
 

－
 

 
 

 
 

 
 

 

E
-M

a
il 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＠
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
回

答
内

容
の

確
認

等
の

た
め

に
、

連
絡

を
さ

せ
て

い
た

だ
く

場
合

が
あ

り
ま

す
。

 

 ※
問

は
次

ペ
ー

ジ
か

ら
で

す
。

 

2 

注
）

本
調

査
票

で
は

、
視

覚
障

害
、

聴
覚

障
害

、
言

語
機

能
障

害
（

音
声

機
能

、
言

語
機

能
又

は
そ

し
ゃ

く
機

能
の

障
害

）
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
障

害
の

総
称

を
「

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
」

と
表

記
し

て
い

ま
す

。
 

 施
設

・
事

業
所

の
基

本
情

報
 

 問
1
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

の
定

員
数

・
実

利
用

者
数

（
令

和
４

年
８

月
末

日
時

点
）、

延
べ

利
用

者
数

（
令

和
４

年
８

月
の

請

求
日

数
）

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

定
員

数
 

人
 

実
利

用
者

数
 

人
 

延
べ

利
用

者
数

 
人

 

 問
2
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

が
施

設
入

所
支

援
の

場
合

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

障
害

者
支

援
施

設
と

し
て

指
定

さ
れ

て
い

る
昼

間
実

施
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

3
 

5
 

生
活

介
護

 

自
立

訓
練

（
生

活
訓

練
）

 

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

 

2
 

4
 

6
 

自
立

訓
練

（
機

能
訓

練
）

 

就
労

移
行

支
援

 

就
労

継
続

支
援

Ｂ
型

 

 問
3
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

が
共

同
生

活
援

助
の

場
合

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

事
業

所
の

類
型

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
番

号
１

つ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

3
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

包
括

型
 

外
部

サ
ー

ビ
ス

利
用

型
 

2
  

日
中

サ
ー

ビ
ス

支
援

型
 

 問
4
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

が
通

所
サ

ー
ビ

ス
の

場
合

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
事

業
所

は
、

多
機

能
型

と
し

て
運

営
し

て
い

ま
す

か
。

該
当

す
る

番
号

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
多

機
能

型
の

場
合

は
、

事
業

所
で

実

施
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

該
当

す
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

多
機

能
型

 
2
 

多
機

能
型

で
は

な
い

（
単

独
型

）
 

 

1
 

3
 

5
 

7
 

生
活

介
護

 

自
立

訓
練

（
生

活
訓

練
）

 

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

 

障
害

児
サ

ー
ビ

ス
 

2
 

4
 

6
  

自
立

訓
練

（
機

能
訓

練
）

 

就
労

移
行

支
援

 

就
労

継
続

支
援

Ｂ
型

 

 

 問
5
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

の
運

営
規

程
上

、
事

業
の

主
た

る
対

象
と

す
る

障
害

種
別

を
定

め
て

い
ま

す
か

。
該

当
す

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

1
 

3
 

5
 

身
体

障
害

 

精
神

障
害

 

そ
の

他
 

2
 

4
 

6
 

知
的

障
害

 

難
病

 

定
め

て
い

な
い

 

 問
6
 

身
体

障
害

を
回

答
し

た
場

合
、

特
に

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
を

対
象

に
す

る
旨

を
運

営
規

程
に

定
め

て
い

ま
す

か
。

該
当

す
る

番
号

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

1
 

定
め

て
い

る
 

2
 

定
め

て
い

な
い

 



3 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

に
つ

い
て

 

 問
7
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

に
つ

い
て

、
利

用
者

全
数

と
、

そ
の

う
ち

、
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

の
あ

る
利

用
者

の
実

人
数

（
令

和
４

年
８

月
末

日
時

点
）

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。（

該
当

者
が

い
な

い
場

合
は

０
人

と
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。）

 

①
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
全

数
 

人
 

 
②

う
ち

、
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

の
あ

る
利

用
者

 
人

 

 
 

③
う

ち
、

視
覚

障
害

の
あ

る
利

用
者

 
人

 

 
 

④
う

ち
、

聴
覚

障
害

の
あ

る
利

用
者

 
人

 

 
 

⑤
う

ち
、

言
語

機
能

障
害

の
あ

る
利

用
者

 
人

 

※
視

覚
障

害
、

聴
覚

障
害

、
言

語
機

能
障

害
の

重
複

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

計
上

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
例

：
視

覚
障

害
と

聴
覚

障
害

の
重

複
者

が
１

名
い

る
場

合
は

、「
③

視
覚

障
害

の
あ

る
利

用
者

」
と

「
④

聴
覚

障
害

の
あ

る
利

用
者

」
の

欄
に

そ
れ

ぞ
れ

１
名

を
計

上
）

 

重
複

計
上

を
し

ま
す

の
で

、
重

複
者

が
い

る
場

合
、

③
～

⑤
の

合
計

は
②

よ
り

も
大

き
く

な
り

ま
す

。
 

※
障

害
の

有
無

に
つ

い
て

は
、

手
帳

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
施

設
・

事
業

所
の

判
断

で
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 

０
人

の
場

合
 

 
 

⇒
 

問
８

へ
（

問
９

は
回

答
不

要
）

 

１
人

以
上

の
場

合
 

⇒
 

問
９

へ
（

問
８

は
回

答
不

要
）

 

 問
8
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

で
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

利
用

者
が

い
な

い
（

前
問

の
②

の
回

答
が

０
人

）
施

設
・

事
業

所
に

お
聞

き
し

ま
す

。
 

①
利

用
者

が
い

な
い

理
由

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
番

号
１

つ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

2
  

3
  

4
 

5
  

6
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

対
応

が
難

し
い

た
め

、
こ

れ
ま

で
受

け
入

れ
を

し
て

い
な

い
 

過
去

に
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

受
け

入
れ

を
し

た
こ

と
が

あ
る

が
、

対
応

が
難

し
い

た
め

、
現

在
は

受
け

入
れ

を

止
め

て
い

る
 

過
去

に
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

受
け

入
れ

を
し

た
こ

と
が

あ
り

、
現

在
は

利
用

者
が

い
な

い
が

、
今

後
受

け
入

れ

す
る

可
能

性
が

あ
る

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

を
受

け
入

れ
で

き
る

が
、

こ
れ

ま
で

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
希

望
が

な
か

っ
た

 

法
人

内
や

連
携

先
等

で
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
に

対
応

し
て

い
る

施
設

・
事

業
所

が
あ

り
、

役
割

分
担

を
し

て
い

る

た
め

、
当

施
設

・
事

業
所

で
受

け
入

れ
を

す
る

必
要

が
な

い
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ②
前

問
で

2
～

4
を

回
答

し
た

施
設

・
事

業
所

に
お

聞
き

し
ま

す
。

受
け

入
れ

可
と

し
て

い
る

（
し

て
い

た
）

障
害

種
別

に
つ

い

て
、

該
当

す
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

3
 

視
覚

障
害

 

言
語

機
能

障
害

 

2
  

聴
覚

障
害

 

 

 ※
問

９
は

４
～

11
ペ

ー
ジ

ま
で

あ
り

ま
す

。
問

10
は

12
ペ

ー
ジ

に
進

ん
で

く
だ

さ
い

。
 

 
 

4 

問
9
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

で
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

利
用

者
が

い
る

（
問

７
の

②
の

回
答

が
１

人
以

上
）

施
設

・
事

業
所

に
お

聞
き

し
ま

す
。

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

の
う

ち
、

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

全
員

（
問

７
②

で
回

答
し

た

人
数

分
）

に
つ

い
て

、
個

別
に

状
況

を
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。（

令
和

４
年

８
月

末
日

時
点

）
 

 

※
以

下
（

４
～

1
1

ペ
ー

ジ
）

に
1
5

人
分

の
回

答
欄

を
用

意
し

て
い

ま
す

の
で

、
人

数
分

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

該
当

者
が

1
5

人
を

超
え

る
場

合
は

、
お

手
数

で
す

が
ペ

ー
ジ

を
コ

ピ
ー

し
て

、
回

答
欄

を
必

要
数

追
加

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(1
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

   
 



5 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(2
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(3
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

6 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(4
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(5
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 



7 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(6
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(7
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

8 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(8
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(9
) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
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①
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①
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）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 



9 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(1
0

) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字
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①
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方
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①
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Ｃ
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Ｃ

Ｔ
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在
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・
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複
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害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 



11 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(1
4

) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

(1
5

) 

年
齢

 
歳

 
障

害
支

 
援

区
分

 

1
 

区
分

1
 

 
 

2
 

区
分

2
 

 
 

3
 

区
分

3
 

4
 

区
分

4
 

 
 

5
 

区
分

5
 

 
 

6
 

区
分

6
 

7
 

区
分

な
し

 

現
施

設
・

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
し

て
か

ら
の

年
月

 
年

 
月

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
の

状
況

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

現
在

 
現

施
設

・
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
1
 

視
覚

障
害

 
 

 
2
 

聴
覚

障
害

 
3
 

言
語

機
能

障
害

 
4
 

1
～

3
の

障
害

な
し

 
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

以
外

の
障

害
の

重
複

の
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

他
の

身
体

障
害

（
内

部
障

害
等

）
 

2
 

知
的

障
害

 
 

3
 

精
神

障
害

 
4
 

難
病

 
 

 
 

5
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

6
 

重
複

な
し

 

手
帳

の
所

持
状

況
 

（
該

当
す

べ
て

に
○

）
 

1
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

⇒
（

総
合

等
級

を
記

入
：［

 
 

 
］

級
）

 
2
 

療
育

手
帳

 
 

 
3
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

利
用

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

 
①

利
用

可
能

な
方

法
す

べ
て

に
○

 
②

 
①

で
選

ん
だ

も
の

の
う

ち
、

主
に

利
用

し
て

い
る

方
法

１
つ

を
選

び
回

答
欄

に
番

号
を

記
入

 

本
人

か
ら

 
1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

本
人

へ
 

1
 

点
字

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

指
点

字
 

3
 

手
書

き
文

字
（

手
の

ひ
ら

書
き

）
 

4
 

指
文

字
 

5
 

手
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

触
手

話
 

7
 

文
字

筆
記

（
筆

談
）

 
 

 
 

 
 

8
 

音
声

 
9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

 
 1

0
 

身
振

り
・

指
さ

し
 

1
1
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 1

2
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

主
な

方
法

 
１

つ
 

(番
号

記
入

) 
 

日
中

活
動

（
平

日
）

の
状

況
 

（
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
が

施
設

入
所

支
援

・
共

同
生

活
援

助
の

み
）

 

施
設

入
所

支
援

の
場

合
 

共
同

生
活

援
助

の
場

合
 

1
 

施
設

の
昼

間
サ

ー
ビ

ス
利

用
 

2
 

施
設

外
に

通
所

 
3
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
 

一
般

就
労

（
在

宅
含

む
）

 
2
 

通
所

サ
ー

ビ
ス

利
用

 
3
 

居
室

で
過

ご
す

 
4
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

12 

問
1
0
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

に
関

し
、

こ
れ

ま
で

、
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
か

ら
の

利
用

希
望

が
あ

っ
た

が
、

視
覚

・
聴

覚

言
語

障
害

を
理

由
と

し
て

受
け

入
れ

で
き

な
か

っ
た

（
利

用
希

望
を

断
っ

た
）

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

。
該

当
す

る
番

号
１

つ
に

○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

（
問

８
で

「
4
 

利
用

希
望

が
な

か
っ

た
」

を
回

答
し

た
事

業
所

は
回

答
不

要
、

そ
れ

以
外

の
事

業
所

は
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。）

 

※
障

害
種

別
に

関
わ

ら
ず

事
業

所
の

定
員

超
の

た
め

に
受

け
入

れ
で

き
な

か
っ

た
事

例
は

除
い

て
く

だ
さ

い
。

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害

者
の

受
け

入
れ

人
数

枠
や

、
障

害
の

程
度

等
の

関
係

で
受

け
入

れ
で

き
な

か
っ

た
（

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

以
外

で
あ

れ
ば

受
け

入
れ

で
き

た
）

事
例

は
含

め
て

く
だ

さ
い

。
 

1
 

2
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
を

理
由

と
し

て
受

け
入

れ
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が

あ
る

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
を

理
由

と
し

て
受

け
入

れ
で

き
な

か
っ

た
こ

と
は

な
い

 

 問
1
1
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

に
従

事
す

る
職

員
で

、
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
へ

の
支

援
に

関
し

、
技

術
や

専
門

性
を

有
す

る

職
員

は
い

ま
す

か
。

該
当

す
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

、
常

勤
・

非
常

勤
別

に
該

当
す

る
職

員
数

（
実

人
数

）
を

記
入

し
て

く

だ
さ

い
。

 

※
職

員
の

該
当

状
況

に
つ

い
て

は
、

資
格

や
研

修
受

講
等

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
事

業
所

の
判

断
で

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

常
勤

 
（

実
人

数
）

 
非

常
勤

 
（

実
人

数
）

 

1
 

点
字

の
利

用
や

点
字

の
指

導
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
職

員
 

人
 

人
 

2
 

文
字

読
上

ソ
フ

ト
等

の
視

覚
障

害
者

向
け

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

の
利

用
や

、使
い

方
の

指
導

等
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

職
員

 
人

 
人

 

3
 

視
覚

障
害

者
へ

の
歩

行
支

援
、

同
行

援
護

等
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

職
員

 
人

 
人

 

4
 

上
記

以
外

の
手

法
も

含
め

て
視

覚
障

害
者

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
こ

と
の

で
き

る
職

員
 

人
 

人
 

5
 

手
話

の
利

用
や

手
話

の
指

導
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
職

員
 

人
 

人
 

6
 

音
声

文
字

変
換

ソ
フ

ト
等

の
聴

覚
障

害
者

向
け

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

の
利

用
や

、使
い

方
の

指
導

等
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

職
員

 
人

 
人

 

7
 

上
記

以
外

の
手

法
も

含
め

て
聴

覚
障

害
者

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
こ

と
の

で
き

る
職

員
 

人
 

人
 

8
 

指
点

字
、

触
手

話
、

そ
の

他
の

手
法

等
を

利
用

し
て

盲
ろ

う
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
職

員
 

人
 

人
 

9
 

言
語

機
能

障
害

者
へ

の
対

応
等

に
関

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
職

員
 

人
 

人
 

1
0
 

上
記

に
該

当
す

る
職

員
は

い
な

い
 

⇒
問

1
2

は
回

答
不

要
 

※
１

人
の

職
員

が
複

数
に

該
当

す
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

に
計

上
し

て
く

だ
さ

い
（

重
複

可
）。

 

※
「

１
」「

２
」「

３
」

に
該

当
す

る
職

員
は

、「
4
 

視
覚

障
害

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

職
員

」
に

も
該

当
し

ま
す

。
ま

た
、

「
５

」「
６

」
に

該
当

す
る

職
員

は
、「

7
 

聴
覚

障
害

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

職
員

」
に

も
該

当
し

ま
す

。
し

た
が

っ
て

、

１
～

３
を

回
答

し
た

場
合

は
必

ず
４

も
回

答
、

５
～

６
を

回
答

し
た

場
合

は
必

ず
７

も
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

 

  
 



13 

問
1
2
 

前
問

で
、

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

に
関

し
、

技
術

や
専

門
性

を
有

す
る

職
員

を
回

答
し

た
施

設
・

事
業

所

に
お

聞
き

し
ま

す
。

 

①
職

員
で

、
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

に
関

連
す

る
資

格
（

国
や

関
連

団
体

等
の

認
定

資
格

）
を

取
得

し
て

い
る

者
が

い
る

場
合

、

そ
の

資
格

の
名

称
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

支
援

に
関

し
、

自
治

体
や

関
連

団
体

等
が

行
う

講
座

・
研

修
等

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
研

修

等
も

含
む

）
の

受
講

経
験

者
が

い
る

場
合

、
そ

の
講

座
・

研
修

等
の

名
称

・
実

施
者

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。（

多
く

あ
る

場
合

は
主

な
も

の
４

～
５

件
程

度
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。）
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
に

関

連
す

る
資

格
 

（
名

称
）

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の

支
援

に
関

連
す

る
講

座
・

研

修
等

 

（
名

称
・

実
施

者
）

 

 ②
施

設
・

事
業

所
に

技
術

や
専

門
性

を
有

す
る

職
員

が
在

籍
し

て
い

る
理

由
と

し
て

、
最

も
近

い
も

の
の

番
号

１
つ

に
○

を
つ

け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
  

2
  

3
  

4
 

従
来

か
ら

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

が
利

用
す

る
こ

と
を

想
定

し
た

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
実

施
し

て
お

り
、

施
設

・
事

業

所
で

技
術

や
専

門
性

を
有

す
る

職
員

の
雇

用
や

、
資

格
取

得
・

研
修

受
講

支
援

等
を

計
画

的
に

行
っ

て
き

た
た

め
 

こ
れ

ま
で

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
は

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
が

、
該

当
す

る
利

用
者

が
増

え
て

き
た

こ
と

に

よ
り

、
技

術
や

専
門

性
を

有
す

る
職

員
の

雇
用

や
、

資
格

取
得

・
研

修
受

講
支

援
等

を
行

う
よ

う
に

な
っ

た
た

め
 

施
設

・
事

業
所

で
、

技
術

や
専

門
性

を
有

す
る

職
員

の
雇

用
や

、
資

格
取

得
・

研
修

受
講

支
援

等
を

特
に

行
っ

て
は

い

な
い

が
、

た
ま

た
ま

該
当

す
る

ス
キ

ル
を

有
す

る
職

員
が

在
籍

し
て

い
る

 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

  
 

14 

問
1
3
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

に
関

し
、

施
設

・
事

業
所

で
実

施
し

て
い

る
こ

と

は
あ

り
ま

す
か

。
該

当
す

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

場
合

、
取

組
内

容
に

つ
い

て
具

体
的

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。（

特
に

力
を

入
れ

て
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

、
取

組
内

容
や

特
色

、
工

夫
し

て
い

る
点

な
ど

）
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
  

6
 

7
  

8
 

9
 

館
内

で
の

音
声

案
内

シ
ス

テ
ム

、
設

備
の

点
字

表
示

な
ど

、
視

覚
障

害
に

配
慮

し
た

施
設

・
事

業
所

の
設

備
面

の
整

備
 

文
字

案
内

、
電

光
掲

示
板

、
光

誘
導

シ
ス

テ
ム

な
ど

、
聴

覚
障

害
に

配
慮

し
た

施
設

・
事

業
所

の
設

備
面

の
整

備
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
通

所
支

援
（

送
迎

の
個

別
対

応
等

）
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
医

療
受

診
等

へ
の

同
行

、
付

き
添

い
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

等
の

導
入

・
利

用
支

援
（

文
字

読
上

ソ
フ

ト
、

音
声

文
字

変
換

ソ

フ
ト

等
）

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

点
字

、
手

話
等

の
学

習
支

援
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
状

況
に

応
じ

た
専

門
ス

キ
ル

を
有

す
る

担
当

職
員

の
配

置
（

手
話

を
使

う
利

用
者

に
手

話

対
応

可
能

な
生

活
支

援
員

を
配

置
す

る
等

）
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

特
に

該
当

す
る

も
の

は
な

い
 

（
取

組
の

具
体

的
内

容
）

 

（
特

に
力

を
入

れ
て

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

取
組

内
容

や
特

色
、

工
夫

し
て

い
る

点
な

ど
）

 



15 

問
1
4
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

に
関

し
、

施
設

・
事

業
所

に
お

い
て

現
在

課
題

と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

該
当

す
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

※
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

利
用

者
が

い
な

い
等

に
よ

り
、

課
題

を
認

識
し

て
い

な
い

場
合

は
、「

8
 

課
題

の
有

無
不

明
」

に
○

を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

ま
た

、
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

場
合

、
そ

の
内

容
、

課
題

解
決

に
向

け
て

取
組

を
行

い
た

い
と

考
え

て
い

る
こ

と
な

ど

を
具

体
的

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

施
設

・
事

業
所

の
設

備
等

が
、

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

に
十

分
に

配
慮

さ
れ

た
も

の
と

な
っ

て
い

な
い

 

施
設

・
事

業
所

と
し

て
、

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
通

所
や

医
療

受
診

等
の

支
援

に
あ

ま
り

対
応

で
き

て
い

な
い

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

向
け

の
支

援
機

器
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

等
の

導
入

や
利

用
が

進
ん

で
い

な
い

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

が
点

字
、

手
話

等
を

学
ぶ

機
会

を
あ

ま
り

提
供

で
き

て
い

な
い

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

専
門

ス
キ

ル
を

有
す

る
職

員
配

置
が

難
し

い
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

は
お

お
む

ね
対

応
で

き
て

お
り

、
特

に
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

な
い

 

課
題

の
有

無
不

明
 

（
課

題
の

具
体

的
内

容
）

 

（
現

在
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
の

内
容

、
今

後
、

解
決

に
向

け
て

取
組

を
行

い
た

い
と

考
え

て
い

る
こ

と
な

ど
）

 

16 

問
1
5
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

に
関

し
、

施
設

・
事

業
所

に
お

い
て

連
携

・
相

談
の

で
き

る
団

体
等

は
あ

り
ま

す

か
。（

連
携

・
相

談
の

実
績

に
関

わ
ら

ず
、

連
携

・
相

談
が

可
能

な
団

体
等

を
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。）

該
当

す
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
当

事
者

団
体

・
支

援
団

体
、

当
事

者
団

体
等

が
主

催
す

る
事

業
者

の
協

議
会

等
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

実
績

の
あ

る
他

の
施

設
・

事
業

所
（

法
人

内
）

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

実
績

の
あ

る
他

の
施

設
・

事
業

所
（

別
法

人
）

 

計
画

相
談

支
援

事
業

者
 

都
道

府
県

・
市

町
村

等
の

障
害

福
祉

部
局

や
障

害
福

祉
の

相
談

窓
口

、
行

政
が

組
織

す
る

地
域

の
協

議
会

等
 

視
聴

覚
障

害
者

情
報

提
供

施
設

（
点

字
図

書
館

、
点

字
出

版
施

設
、

聴
覚

障
害

者
情

報
提

供
施

設
）

 

特
別

支
援

学
校

、
職

業
訓

練
校

 

技
術

研
修

、
機

器
開

発
等

を
行

っ
て

い
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

企
業

等
 

大
学

、
研

究
機

関
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

特
に

連
携

先
・

相
談

先
は

な
い

 

 問
1
6
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

に
関

し
、

地
域

に
お

け
る

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

へ
の

支
援

力
の

向
上

を
め

ざ
す

に
あ

た
り

、

ど
の

よ
う

な
形

が
望

ま
し

い
と

考
え

ま
す

か
。

地
域

の
取

組
へ

の
考

え
方

と
し

て
最

も
近

い
も

の
の

番
号

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

※
こ

こ
で

、「
地

域
」

と
は

、
お

お
む

ね
、

施
設

・
事

業
所

が
立

地
し

て
い

る
市

町
村

～
複

数
市

町
村

か
ら

な
る

広
域

圏
（

市
町

村
の

規

模
が

小
さ

い
場

合
）

を
範

囲
と

し
て

お
考

え
く

だ
さ

い
。

 

※
「

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

」
に

つ
い

て
は

、
軽

度
の

方
も

含
め

て
広

く
視

覚
障

害
者

や
聴

覚
障

害
者

等
を

受
け

入
れ

る
と

い
う

前

提
で

お
考

え
く

だ
さ

い
（

盲
ろ

う
や

特
定

の
重

複
ケ

ー
ス

等
に

限
定

せ
ず

に
お

考
え

く
だ

さ
い

）。
 

1
  

2
   

3
  

4
 

5
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
へ

の
対

応
は

か
な

り
専

門
性

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
全

体
を

カ
バ

ー
す

る
特

化
型

の

専
門

的
な

施
設

・
事

業
所

を
配

置
し

、
そ

こ
へ

の
通

所
を

中
核

と
し

て
支

援
を

行
う

形
が

よ
い

と
思

う
 

上
記

の
よ

う
な

専
門

的
な

施
設

・
事

業
所

の
配

置
ま

で
は

必
要

な
い

と
思

う
が

、
地

域
内

の
施

設
・

事
業

所
や

関
係

機

関
、

行
政

等
で

調
整

を
行

い
、

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

に
対

応
す

る
施

設
・

事
業

所
を

決
め

た
う

え
で

、
そ

の
機

能

強
化

へ
の

支
援

を
行

う
形

が
よ

い
と

思
う

 

各
施

設
・

事
業

所
が

そ
れ

ぞ
れ

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

に
対

応
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
の

で
、

地
域

内
の

す
べ

て

の
施

設
・

事
業

所
が

対
応

力
を

確
保

で
き

る
よ

う
に

支
援

を
行

う
形

が
よ

い
と

思
う

 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

わ
か

ら
な

い
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（
参

考
）

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

支
援

体
制

加
算

の
概

要
 

※
本

調
査

の
問

1
7

以
降

は
、

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

支
援

体
制

加
算

に
つ

い
て

お
聞

き
す

る
内

容
と

し
て

い
ま

す
。

以
下

に

加
算

の
概

要
に

つ
い

て
ま

と
め

て
い

ま
す

の
で

、
必

要
に

応
じ

て
、

回
答

の
際

に
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
 

 加
算

算
定

要
件

 

・
加

算
対

象
サ

ー
ビ

ス
は

、
生

活
介

護
、

施
設

入
所

支
援

、
共

同
生

活
援

助
、

自
立

訓
練

（
機

能
訓

練
）、

自
立

訓
練

（
生

活

訓
練

）（
宿

泊
型

自
立

訓
練

含
む

）、
就

労
移

行
支

援
、

就
労

継
続

支
援

A
型

、
就

労
継

続
支

援
B

型
。

 

・
加

算
対

象
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
「

視
覚

又
は

聴
覚

若
し

く
は

言
語

機
能

に
重

度
の

障
害

の
あ

る
者

」
の

利
用

者
数

が
全

利
用

者
の

3
0
%

以
上

。
た

だ
し

、
重

度
の

視
覚

障
害

、
聴

覚
障

害
、

言
語

機
能

障
害

、
知

的
障

害
の

う
ち

、
２

以
上

の
障

害
を

有
す

る
利

用
者

に
つ

い
て

は
、

2
倍

の
人

数
で

計
算

す
る

。
 

・
専

門
ス

タ
ッ

フ
（

視
覚

障
害

者
等

と
の

意
思

疎
通

に
関

し
専

門
性

を
有

す
る

者
と

し
て

専
ら

視
覚

障
害

者
等

の
生

活
支

援
に

従
事

す
る

従
業

者
）

を
、

人
員

配
置

と
は

別
に

、
常

勤
換

算
で

利
用

者
÷

5
0

以
上

の
人

数
を

配
置

。
専

門
ス

タ
ッ

フ
に

該

当
す

る
の

は
、

視
覚

障
害

者
に

対
す

る
「

点
字

の
指

導
、

点
訳

、
歩

行
支

援
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
者

」、
聴

覚
障

害
又

は
言

語
機

能
障

害
者

に
対

す
る

「
手

話
通

訳
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
者

」。
 

・
指

定
権

者
（

所
管

自
治

体
）

へ
の

届
出

が
必

要
。

 

・
１

日
に

つ
き

4
1

単
位

を
加

算
。

 

注
記

 

（
１

）「
視

覚
又

は
聴

覚
若

し
く

は
言

語
機

能
に

重
度

の
障

害
の

あ
る

者
」

と
は

以
下

の
通

り
。

 

（
視

覚
障

害
者

）
 

・
身

体
障

害
者

手
帳

の
障

害
の

程
度

が
1

級
又

は
2

級
に

該
当

し
、

日
常

生
活

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

移
動

等

に
支

障
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

視
覚

障
害

を
有

す
る

者
 

（
聴

覚
障

害
者

）
 

・
身

体
障

害
者

手
帳

の
障

害
の

程
度

が
2

級
に

該
当

し
、

日
常

生
活

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

支
障

が
あ

る
と

認

め
ら

れ
る

聴
覚

障
害

を
有

す
る

者
 

（
言

語
機

能
障

害
者

）
 

・
身

体
障

害
者

手
帳

の
障

害
の

程
度

が
3

級
に

該
当

し
、

日
常

生
活

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

支
障

が
あ

る
と

認

め
ら

れ
る

言
語

機
能

障
害

を
有

す
る

者
 

（
２

）「
重

度
の

視
覚

障
害

、
聴

覚
障

害
、

言
語

機
能

障
害

又
は

知
的

障
害

の
う

ち
2

以
上

の
障

害
を

有
す

る
利

用
者

」
に

つ

い
て

は
、

当
該

利
用

者
1

人
で

2
人

分
の

視
覚

障
害

者
等

と
し

て
数

え
て

算
定

要
件

に
該

当
す

る
か

否
か

を
計

算
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

が
、

こ
の

場
合

の
「

知
的

障
害

」
は

「
重

度
」

の
知

的
障

害
で

あ
る

必
要

は
な

い
。

 

（
３

）
多

機
能

型
事

業
所

等
に

つ
い

て
は

、
当

該
多

機
能

型
事

業
所

等
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

複
数

の
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
全

体
の

う
ち

、
視

覚
障

害
者

等
の

数
が

3
0
%

以
上

で
あ

り
、

従
業

者
の

加
配

が
当

該
多

機
能

型
事

業
所

等
の

利
用

者
の

合
計

数
÷

5
0

以
上

で
あ

れ
ば

加
算

要
件

を
満

た
す

。
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視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

支
援

体
制

加
算

に
つ

い
て

 

 問
1
7
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

支
援

体
制

加
算

の
令

和
４

年
８

月
末

日
時

点
の

届
出

状
況

に

つ
い

て
、

該
当

す
る

番
号

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

1
 

届
出

を
し

て
い

る
 

2
 

届
出

を
し

て
い

な
い

 

 問
1
8

を
回

答
（

問
1
9

は
回

答
不

要
）

 
問

1
9

を
回

答
（

問
1
8

は
回

答
不

要
）

 

 問
1
8
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

で
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
支

援
体

制
加

算
の

届
出

施
設

・
事

業
所

に
お

聞
き

し
ま

す
。

 

①
直

近
の

届
出

内
容

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。（

所
管

の
自

治
体

に
提

出
し

た
届

出
書

の
内

容
を

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。）
 

届
出

区
分

 
（

該
当

す
る

番
号

１
つ

に
○

）
 

1
 

新
規

 
 

2
 

継
続

 
 

3
 

変
更

 

適
用

年
月

日
 

 
令

和
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

利
用

者
要

件
 

前
年

度
の

平
均

利
用

者
数

 
人

 

 
 

う
ち

3
0
%

 
人

 

 
加

算
要

件
に

該
当

す
る

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
数

 
人

 

 
 

う
ち

、
視

覚
障

害
の

あ
る

者
の

数
 

人
 

 
 

う
ち

、
聴

覚
障

害
の

あ
る

者
の

数
 

人
 

 
 

う
ち

、
言

語
機

能
障

害
の

あ
る

者
の

数
 

人
 

加
配

従
業

者
要

件
 

加
配

必
要

数
（

利
用

者
数

÷
5
0
）

 
人

 

（
専

門
ス

タ
ッ

フ
）

 
加

配
す

る
従

業
者

数
（

常
勤

換
算

）
 

人
 

※
「

加
算

要
件

に
該

当
す

る
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

数
」

の
回

答
欄

の
、

視
覚

障
害

、
聴

覚
障

害
、

言
語

機
能

障
害

の
内

数
に

つ
い

て
は

、
重

複
が

あ
る

場
合

は
そ

れ
ぞ

れ
計

上
し

て
く

だ
さ

い
。

 

（
例

：
加

算
要

件
に

該
当

す
る

者
で

視
覚

障
害

と
聴

覚
障

害
の

重
複

者
が

１
名

い
る

場
合

は
、「

う
ち

、
視

覚
障

害
の

あ
る

者
の

数
」

と

「
う

ち
、

聴
覚

障
害

の
あ

る
者

の
数

」
の

欄
に

そ
れ

ぞ
れ

１
名

を
計

上
）

 
重

複
計

上
を

し
ま

す
の

で
、

重
複

者
が

い
る

場
合

、
内

数
の

合
計

は
「

加
算

要
件

に
該

当
す

る
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

数
」

よ

り
も

大
き

く
な

り
ま

す
。

 

 ②
加

算
の

届
出

経
緯

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
番

号
１

つ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
  

2
  

3
  

4
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

数
、

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
加

配
数

と
も

加
算

要
件

を
満

た
し

て
い

た
の

で
、

届
出

を

行
っ

た
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

数
は

要
件

を
満

た
し

て
い

た
が

、
専

門
ス

タ
ッ

フ
が

少
な

か
っ

た
の

で
、

職
員

体

制
を

強
化

し
て

届
出

要
件

を
満

た
し

た
 

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
要

件
は

満
た

し
て

い
た

が
、

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

数
が

少
な

か
っ

た
の

で
、

受
け

入

れ
を

強
化

し
て

届
出

要
件

を
満

た
し

た
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ③
今

後
の

加
算

の
継

続
見

込
み

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

当
面

は
加

算
の

算
定

要
件

を
満

た
せ

る
の

で
、

加
算

の
届

出
を

継
続

で
き

る
見

込
み

 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

の
利

用
者

数
減

少
で

、
利

用
者

の
要

件
を

満
た

せ
な

く
な

る
可

能
性

が
あ

る
 

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
確

保
が

難
し

く
、

加
配

従
業

者
の

要
件

を
満

た
せ

な
く

な
る

可
能

性
が

あ
る

 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

わ
か

ら
な

い
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問
1
9
 

調
査

対
象

サ
ー

ビ
ス

で
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
支

援
体

制
加

算
の

届
出

を
し

て
い

な
い

施
設

・
事

業
所

に
お

聞
き

し

ま
す

。
 

①
加

算
の

届
出

を
し

て
い

な
い

経
緯

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
番

号
１

つ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

以
前

に
届

出
を

し
て

い
た

が
、

要
件

を
満

た
さ

な
い

時
期

が
あ

っ
た

た
め

に
現

在
は

届
出

を
終

了
し

て
い

る
 

以
前

に
届

出
を

考
え

た
こ

と
が

あ
っ

た
が

、
要

件
を

満
た

す
こ

と
が

難
し

く
断

念
し

た
 

加
算

に
つ

い
て

知
っ

て
い

た
が

、
当

施
設

・
事

業
所

に
は

関
係

な
い

の
で

届
出

を
考

え
た

こ
と

は
な

い
 

加
算

に
つ

い
て

知
ら

な
か

っ
た

 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ②
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
に

お
い

て
、

加
算

の
２

つ
の

算
定

要
件

の
う

ち
、

利
用

者
の

要
件

（
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

利
用

者

数
が

全
利

用
者

の
3
0
%

以
上

）
を

満
た

す
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
。

該
当

す
る

番
号

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

1
 

2
  

3
 

現
状

で
要

件
を

満
た

し
て

い
る

 

現
状

は
要

件
を

満
た

し
て

い
な

い
が

、
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
の

受
け

入
れ

増
な

ど
で

将
来

的
に

要
件

を
満

た
す

こ

と
は

可
能

と
思

わ
れ

る
 

現
状

は
要

件
を

満
た

し
て

お
ら

ず
、

今
後

も
当

面
は

要
件

を
満

た
す

こ
と

は
難

し
い

と
思

わ
れ

る
 

 ③
調

査
対

象
サ

ー
ビ

ス
に

お
い

て
、

加
算

の
２

つ
の

算
定

要
件

の
う

ち
、

加
配

従
業

者
の

要
件

（
専

門
ス

タ
ッ

フ
を

、
人

員
配

置

と
は

別
に

、
常

勤
換

算
で

利
用

者
÷

5
0

以
上

配
置

）
を

満
た

す
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
。

該
当

す
る

番
号

１
つ

に
○

を
つ

け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

2
 

3
 

現
状

で
要

件
を

満
た

し
て

い
る

 

現
状

は
要

件
を

満
た

し
て

い
な

い
が

、
人

材
確

保
の

取
組

等
で

将
来

的
に

要
件

を
満

た
す

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

 

現
状

は
要

件
を

満
た

し
て

お
ら

ず
、

今
後

も
当

面
は

要
件

を
満

た
す

こ
と

は
難

し
い

と
思

わ
れ

る
 

 
（

②
、

③
の

い
ず

れ
も

1
ま

た
は

2
の

場
合

は
④

を
回

答
）

 

 ④
加

算
の

２
つ

の
算

定
要

件
に

つ
い

て
、

い
ず

れ
も

満
た

し
て

い
る

、
あ

る
い

は
満

た
す

こ
と

は
可

能
と

回
答

し
た

施
設

・
事

業

所
に

お
聞

き
し

ま
す

。
今

後
の

加
算

届
出

の
見

込
み

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
番

号
１

つ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

2
 

3
 

4
 

要
件

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
れ

ば
届

出
を

行
う

 

要
件

を
満

た
し

て
も

届
出

を
行

わ
な

い
可

能
性

が
高

い
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

わ
か

ら
な

い
 

 ⑤
前

問
で

「
2
 

要
件

を
満

た
し

て
も

届
出

を
行

わ
な

い
可

能
性

が
高

い
」

と
回

答
し

た
施

設
・

事
業

所
に

お
聞

き
し

ま
す

。
そ

の
理

由
と

し
て

、
該

当
す

る
番

号
１

つ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

届
出

の
た

め
の

事
務

の
手

間
な

ど
が

単
位

数
に

見
合

わ
な

い
 

届
出

の
や

り
方

等
が

よ
く

わ
か

ら
な

い
 

法
人

・
事

業
所

の
方

針
と

し
て

加
算

を
取

得
し

な
い

こ
と

に
し

て
い

る
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

特
に

理
由

は
な

い
 

20 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

支
援

体
制

加
算

、
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
支

援
等

に
関

す
る

自
由

意
見

 

 問
2
0
 

視
覚

・
聴

覚
言

語
障

害
者

支
援

体
制

加
算

、
施

設
・

事
業

所
に

お
け

る
視

覚
・

聴
覚

言
語

障
害

者
へ

の
支

援
等

に
関

し

て
ご

意
見

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

自
由

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。（

自
由

回
答

）
 

  質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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